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米国、病魔との戦争に突入
東

京

海

上

記

念

診

療

所

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

︵C
O

V
ID

-19

︶
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
へ
の
対
応
を
契
機
に
患
者
と

ス
タ
ッ
フ
の
安
全
を
考
え
た
新

た
な
診
療
方
法
を
開
始
す
る
と

発
表
し
た
。
対
面
診
察
で
は

C
O

V
ID

-19

と
関
連
が
な
い

緊
急
の
患
者
の
み
を
診
察
。
発

熱
、
咳
、
息
切
れ
な
ど
の
風
邪

症
状
を
含
めC

O
V

ID
-19

を

疑
わ
せ
る
患
者
は
、
全
例
ビ
デ

オ
に
よ
る
遠
隔
診
療
サ
ー
ビ
ス

﹁
テ
レ
・
ヘ
ル
ス
﹂
を
行
い
、

院
内
感
染
を
防
ぐ
。

日
本
語
と
英
語
を
話
せ
る
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
の
内
科
医
・
小
児

科
医
が
ビ
デ
オ
を
通
し
た
診
療

を
行
い
、
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

同
診
療
所
の
医
師
は
、
院
長
の

桑
間
雄
一
郎
氏
ほ
か
、
加
納
麻

紀
氏
、
木
村
啓
子
氏
、
ロ
ザ
レ

ス
・
ロ
ウ
ェ
ナ
氏
。

同
診
療
所
の
桑
間
院
長
は

﹁
こ
の
緊
急
時
に
短
時
間
で
日

本
語
に
よ
る
テ
レ
・
ヘ
ル
ス
の

シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
た
こ
と

は
、
言
語
に
よ
る
隔
た
り
の
あ

る
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
と

っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
﹂
と

話
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約
は
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
オ
フ
ィ
ス
電
話

２
１
２
・
８
８
９
・
２
１
１
９

︵
月
〜
金
曜
午
前
８
時
か
ら

午

後

４

時

45

分

︶、

ハ

ー

ツ
デ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
電
話

９
１
４
・
９
９
７
・
１
２
0
０

︵
月
〜
金
曜
午
前
９
時
か
ら

午

後

５

時

︶

ま

で
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttp://
w

w
w

.m
ou

n
tsin

ai.org
/

locations/m
sd-japanese-

m
e

d
ic

a
l-p

ra
c

tic
e

/
japanese

、

M
yC

hart

ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
・
使
用
方
法
ビ
デ
オ
リ
ン

ク
はw

w
w

.youtube.com
/

w
atch?v=3Q

T
k3M

jT
1H

g&
feature=youtu.be

を
参

照
。︵﹁
テ
レ
・
ヘ
ル
ス
﹂
の
具

体
的
内
容
５
面
に
︶

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
52
丁
目
の
ピ
ア
90
に
30
日

午
前
11
時
、
米
海
軍
の
病
院
船

Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
が
接

岸
し
た
。
１
０
０
０
床
の
ベ

ッ
ド
を
持
ち
、
手
術
室
12
部

屋
、
研
究
室
、
薬
局
、
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ナ
ー
、
軍
医
療
従
事
者

１
０
０
０
人
が
乗
員
と
し
て
勤

務
し
て
い
る
。
31
日
か
ら
稼
働

し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者

で
は
な
く
市
内
の
一
般
入
院
患

者
を
こ
の
病
院
船
に
移
す
。

　

ま
た
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
５
番

街
98
丁
目
の
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ

イ
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
、
５
番
街
を

隔
て
た
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の

芝
生
の
上
に
野
外
病
院
の
テ
ン

ト
15
張
を
設
営
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
３

月
31
日
ま
で
に
感
染
者
数
は

７
万
５
７
９
５
人
と
前
日
か

ら
９
１
３
１
人
増
加
、
死
者

は
１
５
５
０
人
で
１
日
で

３
２
３
人
増
加
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
は
同
日
感
染
者
数
が

４
万
３
１
３
９
人
︵
前
日
比
で

５
０
５
２
人
増
加
︶。
死
者
は
、

９
３
２
人
で
前
日
か
ら
18
人
増

加
し
た
。

　

米
国
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
死
亡
者
総
数
は
同
日

３
４
４
０
人
と
な
り
、
中
国
の

３
３
０
９
人
を
上
回
っ
た
。

ク
オ
モ
州
知
事
は
﹁
こ
れ
は

戦
争
だ
﹂
と
会
見
で
述
べ
た
。

デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
同

日
、
自
宅
待
機
要
請
令
を
破
っ

て
屋
外
で
不
要
不
急
の
行
動
を

し
た
者
に
そ
の
程
度
に
よ
っ
て

２
５
０
ド
ル
か
ら
５
０
０
ド
ル

の
幅
を
持
た
せ
た
罰
金
チ
ケ
ッ

ト
を
切
る
と
発
表
し
た
。﹁
人

か
ら
６
フ
ィ
ー
ト
︵
１
メ
ー
ト

ル
80
セ
ン
チ
︶
離
れ
る
こ
と
で

感
染
リ
ス
ク
を
相
当
程
度
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
社
会
的

距
離
を
守
る
こ
と
を
求
め
た
。

病
院
船
Ｎ
Ｙ
接
岸

感
染
ピ
ー
ク
備
え
急
ピ
ッ
チ

NY の病院不足に対応して来航した米海軍病院船ＵＳＵＮコンフォート（3 月 30 日午前 11 時マンハッタンのピア 90 で、写真・三浦良一）

診
療
は
ビ
デ
オ
遠
隔

患
者
と
医
療
従
事
者
の
安
全
確
保

東京海上記念診療所

https://nipponexpressusa.com/
http://saikos.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.mountsinai.org/locations/msd-japanese-medical-practice/japanese
www.youtube.com/watch?v=3QTk3MjT1Hg&feature=youtu.be
https://www.iace-usa.com
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4 月 NY 日系人会の行事

4 月のニューヨーク日系人会の行事

■４月の敬老会、アップルキッズのリトミックは開催中止
■４月のサクラヘルスフェアは開催中止、秋のヘルス・フェア

は９月に開催予定
■４月の各個別相談室は、電話相談に変更して開催。詳細につ

いての問い合わせはＪＡＡまで
■４月 18 日予定のサクラ祭りは開催中止、来年開催する
■４月 4 日に開催予定のフリーマーケットは中止。８月１日に

夏のフリーマーケットを開催する
■４月 13 日のシニアのフリーヘアカットは中止
■各文化クラスは４月は中止
■４月 26 日開幕予定の第 35 回「ＪＡＡ外務大臣杯軟式野球大

会」は、５月 31 日（日）に延期。ＮＹ市公園課の指示に従っ
て開催される

　ニューヨーク日系人会は米国政府及び州、市公認の非営利団
体（NPO）です。助け合って 110 年を合言葉に日本人・日
系人の社会福祉、教育・文化の向上、日米親善に努めるとと
もに、コミュニティーのすべての年齢層のニーズにあった企
画を展開して、コミュニティーの活性化に努めています。

助け合って 110 年
　終戦直後「日本救援準備委員会」を設立、46 年「日本救援

紐育委員会」を発足して、敗戦下の日本の窮状を救うべく
「故国同胞を金品を以って支援す」を目的に、ララ (LARA-Li-
censed Agency for Relief in Asia) を通じて、295 トンにも上
る粉ミルクや粉卵、綿布などの物資を当時の価格で 16 万ド
ル相当分を 5 年間にわたって送り続けました。その後、日本
の復興と共に、「祖国救援」から「当地在住日系人・日本人
の福祉向上と相互扶助」へとその目的を移し、会の福祉対象
は戦後に「東海岸地区に移住してきた戦時強制収用されてい
た日系人」および「ビジネス、学術研究などの目的で渡米し
た日本人」へと移りました。50 年 11 月名称を「ニューヨー
ク日系人会」と改名しました。その後、既存していた紐育共
済会（the Japanese American Welfare Society）を吸収、日
米開戦で凍結されていた「紐育日本人会」の活動が米国政府
により解除、「ニューヨーク日系人会」に引き継がれ、ニュー
ヨーク地区の日系人・日本人社会を代表する唯一のボラン
ティア活動・地域貢献を中心とした総合団体となり今日に
至っています。 ニューヨーク日系人会は明治 40 年（1907 年）
医師・高見豊彦博士が「日本人墓地の購入と日本人の相互扶
助」を訴え、設立した「日本人共済会」を基盤にしています。 

　今後も、日本人・日系人コミュニティーの発展に寄与してい
きたいと思っております。

 The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

非
営
利
民
間
団
体
の
Ｎ
Ｙ
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
設
立
準
備
事
務
局
︵
八
木
秀
峰
代
表
︶
は

ち
か
く
、
デ
リ
バ
リ
ー
な
ど
を
行
う
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
応
援
企
画
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹁
食
べ
て

応
援
日
本
食
﹂
を
実
施
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
刻
一
刻
と
レ
ス
ト
ラ
ン

経
営
を
取
り
巻
く
環
境
が
悪
化
し
て
い
く
な
か
で
、
少
し
で
も
売
り
上
げ
を
出
し
た
い
と
す
る
店

を
リ
ス
ト
化
し
、
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
し
て
顧
客
誘
導
の
促
進
支
援
を
す
る
ほ
か
、
衛

生
管
理
や
人
材
確
保
な
ど
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
業
界
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
の
解
決
を
図
る
の
が

目
的
。
事
務
局
で
は
現
在
、
公
開
リ
ス
ト
作
成
に
向
け
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
応
募
先
＝N

Y
Jap

aneseR
estaurant@

g
m

ail.com

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
無
料

で
参
加
で
き
、
料
理
の
ポ
イ
ン

ト
や
店
の
こ
だ
わ
り
を
一
言
30

文
字
以
内
で
記
載
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
参
加
資
格
は
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
。

▽ 

企
画
の
趣
旨
・
概
要
＝
デ

リ
バ
リ
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
情
報

を
リ
ス
ト
化
し
て
日
系
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
，
①
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か

ら
の
注
文
を
増
や
し
て
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
を
応
援
し
て
い
く

と
と
も
に
，
②
在
宅
勤
務
者
や

育
児
負
担
の
増
加
し
た
保
護
者

な
ど
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
各

家
庭
の
食
の
選
択
肢
の
多
様
化

に
貢
献
す
る
。
▽ 

企
画
の
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
＝
﹁
日
本
食
，

た
の
ん
で
簡
単
！
た
べ
て
応

援
！
！
﹂
︵
仮
︶

▽ 

企
画
へ
の
参
加
方
法
＝

︵
１
︶ 

参
加
条
件
＝
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
。
地
域

制
限
も
な
い
の
で
Ｎ
Ｙ
市
外
や

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
参
加
可

能
。︵
２
︶ 
参 
加 

費
無
料
︵
３
︶ 

▽
申
込
期
日
＝
締
切
り
は
設
け

ず
、
参
加
登
録
し
た
レ
ス
ト
ラ

ン
か
ら
随
時
掲
載
。
い
つ
で
も

申
し
込
め
る
︵
４
︶
申
込
方
法

＝
次
の
①
か
ら
⑩
の
情
報
を
記

載
し
、
Ｎ
Ｙ
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
協
会
設
立
準
備
事
務
局
宛
て

メ
ー
ル
に
て
申
し
込
む
こ
と
。

①
レ
ス
ト
ラ
ン
名
②
営
業
日
及

び
営
業
時
間
③
レ
ス
ト
ラ
ン
の

住
所
及
び
電
話
番
号
④
デ
リ
バ

リ
ー
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
別
⑤

デ
リ
バ
リ
ー
の
場
合
は
利
用
し

て
い
る
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

名
⑥
デ
リ
バ
リ
ー
等
を
行
う
シ

グ
ネ
チ
ャ
ー
料
理
の
写
真
⑦
デ

リ
バ
リ
ー
等
を
行
う
料
理
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
⑧
デ
リ
バ
リ
ー
等
を

行
う
料
理
の
価
格
帯
⑨
お
客
様

へ
の
一
言
︵
30
字
以
内
を
厳

守
。︶
⑩ 

担
当
者
名
と
連
絡
先

︵
電
話
及
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
︶

※
公
表
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

リ
ス
ト
の
周
知
方
法
＝
一
定

数
︵
10
店
舗
ほ
ど
︶
か
ら
の
参

加
登
録
が
あ
っ
た
段
階
で
Ｎ
Ｙ 

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
設
立

準
備
事
務
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

︵
現
在
作
成
中
︶
な
ど
に
掲
載

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
通
じ
て
広
く

拡
散
し
て
い
く
予
定
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
サ
ニ
ー
サ

イ
ド
に
あ
る
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
竹
寿
司
︵43-46 42nd 

St 
︶
は
現
在
、
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
メ
ニ
ュ
ー
を
格
安
価
格
で
提

供
中
。
ち
ら
し
寿
司
、
に
ぎ
り

寿
司
、
巻
物
、
丼
も
の
な
ど
各

種
メ
ニ
ュ
ー
を
4
〜
5
割
引
き

に
て
販
売
し
て
い
る
。
普
段
と

変
わ
ら
ぬ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高

い
寿
司
や
日
本
食
メ
ニ
ュ
ー
を

こ
の
時
期
限
定
で
破
格
プ
ラ
イ

ス
で
食
べ
ら
れ
る
。
店
頭
で
の

持
ち
帰
り
の
み
な
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
電
話
し
て
か
ら
の
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
望
ま
し
い
。
デ
リ

バ
リ
ー
は
不
可
。
な
お
、
魚
介

類
仕
入
れ
の
ベ
テ
ラ
ン
川
田
隆

三
郎
シ
ェ
フ
が
魚
市
場
か
ら
直

接
買
い
受
け
る
新
鮮
な
魚
の
小

売
り
販
売
も
行
っ
て
い
る
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。
電
話

７
１
８
・
７
２
９
・
８
２
５
３
ま

で
。
水
曜
定
休
。 

レ
ス
ト
ラ
ン
を
救
え

ー
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
＆
デ
リ
バ
リ
ー
ー

リ
ス
ト
参
加
店
を
募
集
中

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
が
４
〜
５
割
引
き

クイーンズ

竹寿司

食べて応援！日本食

mailto:info@jaany.org
mailto:NYJapaneseRestaurant@gmail.com
mailto:NYJapaneseRestaurant@gmail.com
mailto:NYJapaneseRestaurant@gmail.com
tel:7183847770
https://www.nynojofresh.com/
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フ
ォ
ー
ム
Ｉ-
９
の

　
雇
用
適
正
確
認

　

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ
ン
弁

護
士
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で
移
民

ビ
ザ
の
フ
ォ
ー
ム
Ｉ-

９
に
よ

る
情
報
が
以
下
の
よ
う
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
。　

　

米
国
市
民
も
し
く
は
非
市
民

が
米
国
の
会
社
に
米
国
内
で
雇

用
さ
れ
た
場
合
、
従
業
員
及
び

雇
用
主
の
両
者
は
、
従
業
員
の

身
元
と
就
労
許
可
の
有
無
を
証

明
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
フ

ォ
ー
ム
Ｉ-

９
の
記
入
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ォ
ー

ム
Ｉ-

９
の
規
定
に
よ
る
と
、

通
知
の
日
付
か
ら
60
日
間
、
も

し
く
は
国
家
緊
急
事
態
の
終
了

後
３
営
業
日
以
内
の
い
ず
れ
か

早
い
方
で
雇
用
主
が
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因

で
自
宅
待
機
等
で
予
防
措
置

を
講
じ
て
い
る
従
業
員
が
い

る
雇
用
主
は
、
３
月
20
日
に

発
表
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ム
Ｉ-

９

の

規

定

に

よ

る

と
、

Ｉ

Ｃ

Ｅ(Im
m

igration and 
C

ustom
s E

nforcem
ent)

の
た
め
に
従
業
員
の
身
元
と
雇

用
許
可
文
書
を
確
認
す
る
必
要

は
な
い
。

　

雇
用
主
は
、
フ
ォ
ー
ム
内
の

セ
ク
シ
ョ
ン
２
の
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
を
ビ
デ
オ
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
な
ど
を
使
用
し
て
リ
モ

ー
ト
で
検
査
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｅ

は
﹁
セ
ク
シ
ョ
ン
２
を
完
了
す

る
た
め
に
３
営
業
日
以
内
に
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
の
コ
ピ
ー
を
取

得
、
検
査
、
お
よ
び
保
持
し

て
く
だ
さ
い
﹂
と
述
べ
て
い

る
。
通
常
業
務
が
再
開
し
た
後

に
雇
用
主
は
文
書
を
直
接
検
査

し
、
セ
ク
シ
ョ
ン
の
﹁
追
加
情

報
﹂
欄
に
遅
延
の
理
由
と
し
て

﹁C
O

V
ID

-19

﹂
と
記
入
す
る
。

ま
た
必
要
に
応
じ
て
、
セ
ク
シ

ョ
ン
３
等
に
記
載
が
必
要
な
場

合
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
例
外
を
利
用
す

る
雇
用
者
は
、
リ
モ
ー
ト
で
の

在
宅
ワ
ー
ク
ポ
リ
シ
ー
の
書
面

に
よ
る
文
書
を
各
従
業
員
に
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
リ
モ
ー
ト
で
操
作
す
る
雇
用

者
と
職
場
に
の
み
利
用
可
能
と

な
る
。
実
際
に
作
業
場
所
に
従

業
員
が
い
る
場
合
、
こ
の
例
外

は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
新
し
く

雇
用
さ
れ
た
従
業
員
ま
た
は
既

存
の
従
業
員
がC

O
V

ID
-19

に
よ
る
隔
離
、
ま
た
は
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
の
対
象
で
あ
る
場
合
、

米
国
国
土
安
全
保
障
省
︵
Ｄ
Ｈ

Ｓ
︶
は
必
要
に
応
じ
て
申
請
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
バ
ー
グ
に
住
む
日
本
男
性

Ａ
さ
ん
は
、
先
ご
ろ
自
宅
ア
パ

ー
ト
の
同
じ
ビ
ル
の
住
人
に
急

に
押
し
倒
さ
れ
、﹁
オ
レ
が
失

業
し
た
の
は
お
前
ら
ア
ジ
ア
系

の
せ
い
だ
！
﹂
と
怒
鳴
ら
れ
た

と
い
う
。
ア
ジ
ア
人
が
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
を
理
由
に
見
知
ら
ぬ

他
人
か
ら
暴
行
を
受
け
る
事
件

が
２
月
上
旬
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
地
区
で
続
発
し
て
い
る
。
２

月
４
日
に
は
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
の
グ
ラ
ン
ド
駅
地
下
鉄
構
内

で
男
が
立
ち
は
だ
か
り
、
マ
ス

ク
を
し
て
い
る
ア
ジ
ア
人
女
性

に
手
や
脚
や
傘
で
殴
る
蹴
る
の

暴
行
を
加
え
て﹁
俺
に
触
る
な
﹂

と
怒
鳴
っ
て
い
る
様
子
が
動
画

で
流
れ
、
３
月
４
日
は
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
区
を
走
る
地
下
鉄
内

で
黒
人
男
性
が
ア
ジ
ア
人
男
性

に
﹁
ど
け
﹂
と
言
っ
て
男
性
が

動
じ
な
か
っ
た
た
め
、
10
秒
以

  

フ
リ
ー
ラ
ン
ス

   

支
援
活
動

移
民
ビ
ザ
最
新
情
報

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
解
説

　

４
月
６
日
︵
月
︶
か
ら
さ
く

ら
ラ
ジ
オ
の
番
組
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
。
全
米
各
地
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
最
新
情
報
＝
さ
く
ら
ラ

ジ
オ
の
も
つ
全
米
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
て
﹁
か
わ
ら
版
Ｕ

Ｓ
Ａ
﹂
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
最
新
情
報
を
届
け

る
。
米
東
部
時
間
午
前
７
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
の
間
で
毎
日

随
時
放
送
。

　

こ
の
ほ
か
﹁
ジ
ャ
ッ
キ
ー

先
生
の
何
で
も
教
育
相
談
室
﹂

４
月
の
テ
ー
マ
は
﹁
大
人
と

英
語
学
習
﹂。﹁
ド
ク
タ
ー
石

谷　

も
っ
と
知
り
た
い
！
カ
イ

ロ
の
話
﹂﹁
三
代
目 

柳
家 

東

三
楼
の
ア
メ
リ
カ
よ
も
や
ま

噺
﹂
毎
週
金
曜
日
正
午
。
放

送

時

間

の

詳

細

はw
w

w
.

sakuraradio.com

さ
く
ら
ラ
ジ
オ

コ
ロ
ナ
全
米
情
報

　

ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市

長
は
25
日
夕
に
市
庁
舎
で
行
わ

れ
た
新
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
に
関
す
る
記
者
会
見

で
、
同
市
内
80
か
所
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
・
コ
ー
ト
の
リ
ン

グ
を
撤
去
す
る
と
述
べ
た
。

　

同
市
内
で
は
外
出
制
限
が
勧

告
さ
れ
た
後
も
、
屋
外
の
コ
ー

ト
に
若
者
が
集
ま
り
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
・
ゲ
ー
ム
︵
適
当
に
仲
間

を
集
め
て
行
う
ゲ
ー
ム
︶
を
行

っ
て
い
る
姿
が
頻
繁
に
見
ら
れ

て
い
る
。
同
市
長
は
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
は
濃
厚
接
触
を
伴

う
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
た
め
、
必

要
に
応
じ
て
は
さ
ら
な
る
コ
ー

ト
、
ま
た
公
園
や
遊
び
場
の
閉

鎖
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　(

写
真
・
メ
グ
丸
山
︶

感染拡大防止のため

バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ン
グ
を
撤
去

　

衆
議
院
静
岡
県
第
４
区
選
出

議
員
の
補
欠
選
挙
に
伴
う
在
外

選
挙
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
状
況
を
踏
ま
え
て
以

下
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
る
。

　

補
欠
選
挙
の
対
象
区
は
、
静

岡
市
葵
区
・
駿
河
区
・
清
水
区

︵
第
１
区
に
属
し
な
い
区
域
︶、

富
士
宮
市
、
富
士
市
︵
木
島
・

岩
淵
・
中
之
郷
・
南
松
野
・
北

松
野
・
中
野
台
１
丁
目
・
中
野

台
２
丁
目
︶
で
、
投
票
で
き
る

の
は
同
地
域
の
選
挙
管
理
委
員

会
名
と
衆
議
院
小
選
挙
区
が
記

載
さ
れ
て
い
る
在
外
選
挙
人
証

を
持
っ
て
い
る
人
。
告
示
日
は

４
月
14
日
︵
火
︶、
在
外
公
館

投
票
日
は
４
月
15
日
︵
水
︶、

日
本
国
内
の
投
票
日
は
４
月
26

日
︵
日
︶
予
定
。

　

在
外
公
館
投
票
、
他
の
在
外

公
館
に
お
け
る
投
票
︵
実
施
公

館
・
事
務
所
リ
ス
ト
︶
な
ど
に

つ
い
て
の
詳
細
は
在
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
日
本
国
大
使
館 

ウ

ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.us.em
b-

japan.go.jp/

を
参
照
す
る
。

衆
議
院
補
欠
選
挙

静
岡
第
４
区
で
在
外
投
票

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
予
防
と
拡
散
防
止
の
た

め
、
3
月
17
日
か
ら
全
館
休
館

し
て
い
る
が
、予
定
を
延
長
し
、

5
月
末
ま
で
休
館
す
る
こ
と
を

30
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
た
。
休
館
中
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
︵w

w
w

.japan
society

.
org

︶
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
活
動
を
続
け

て
い
く
と
い
う
。
ま
た
語
学
セ

ン
タ
ー
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

日
本
語
ク
ラ
ス
を
行
っ
て
お

り
、
展
覧
会
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル

な
方
法
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
。 

舞
台
公
演
部
で

は
、
期
間
限
定
︵
4
月
20
日
午

後
5
時
ま
で
︶
で
昨
年
2
月
に

開
催
し
た
現
代
日
本
の
戯
曲
：

英
訳
版
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
シ
リ

ー
ズ
第
１
４
弾
﹃
漏
れ
て100

年

﹄︵

サ

リngR
O

C
K

作/

ア
ヤ
・
オ
ガ
ワ
英
訳
、
テ
イ
ラ

ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ 
演
出
︶
を

Y
ouT

ube

で
発
信
し
て
い
る

︵https://w
w

w
.y

outube.
com

/w
atch

?v
=P

_v
V

_
d4A

JFw

︶。
同
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
広
報
担
当
の
杉
山
麻
佐
子
さ

ん
は
﹁
休
館
中
は
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
で
活
動
を
続
け
て
、

少
し
で
も
自
宅
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
﹂と
話
し
て
い
る
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

５
月
末
ま
で
休
館

上
ス
プ
レ
ー
を
か
け
た
り
す
る

動
画
が
投
稿
さ
れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
が
３
月

11
日
に
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
差
別
は
違
法
﹂
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
動
画
付
き
で
発
信

し
て
い
る
。
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ

ム
に
よ
る
被
害
に
遭
っ
た
時

は
、
す
ぐ
警
察
に
通
報
、
も
し

警
察
で
日
本
人
で
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
捜
査
や
取
り
調
べ
上

で
不
利
益
を
受
け
た
り
、
不

当
な
扱
い
で
差
別
を
受
け
た

り
し
た
場
合
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
総
領
事
館
︵
電
話

２
１
２
・
３
７
１
・
８
２
２
２
︶

に
邦
人
援
護
の
立
場
か
ら
助
け

を
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
ズ
・
ユ
ニ

オ
ン
は
こ
の
ほ
ど
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り

仕
事
を
な
く
す
な
ど
し
て
、
家

賃
や
公
共
料
金
の
支
払
い
や
食

用
品
の
購
入
に
困
窮
す
る
フ
リ

ー
ラ
ン
サ
ー
を
支
援
す
る
た
め

フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
救
済
基
金

を
立
ち
上
げ
た
。
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
の
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る Fiverr

、U
pw

ork, 
and A

N
D

.C
O

な
ど
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
救
済
基

金
は
、
病
気
、
失
業
、
ま
た

は
予
期
し
な
い
介
護
の
責
任

な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
る
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
世
帯
あ
た
り
最
大

１
０
０
０
ド
ル
の
財
政
支
援
を

提
供
す
る
。
フ
リ
ー
ラ
ン
サ

ー
の
80
％
以
上
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
す

で
に
数
千
ド
ル
を
失
っ
て
い

る
と
い
う
。
詳
細
はw

w
w

.
freelan

cersu
n

ion
.org

/
resou

rces/freelan
cers-

relief-fund.

ア
ジ
ア
系
標
的
に
暴
行

憎
悪
犯
罪
コ
ロ
ナ
契
機
に
増
大

　

キ
リ
ス
ト
教
徒
福
音
派
の
人

道
支
援
組
織
サ
マ
リ
タ
ン
・
パ

ー
ス
は
３
月
29
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
治
療
の

た
め
、
五
番
街
の
98
丁
目
脇
の

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
内
に
臨
時

野
戦
病
院
を
設
置
し
た
。
野
戦

病
院
は
、
呼
吸
集
中
治
療
部
が

68
床
あ
り
、
真
向
か
い
に
あ
る

マ
ウ
ン
ト
・
サ
イ
ナ
イ
・
ヘ
ル

ス
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
搬
送
さ
れ

る
患
者
の
治
療
に
あ
た
る
。

　

世
界
中
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
医
師
や
、
看
護
師
な
ど
の
災

害
支
援
チ
ー
ム
が
駆
け
つ
け
る

予
定
だ
と
い
う
。
同
団
体
の
代

表
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
グ
ラ
ハ

ム
師
は
声
明
で
﹁
人
々
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
死
亡

し
、
病
床
も
不
足
。
医
療
ス
タ

ッ
フ
も
打
ち
の
め
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
重
責
を
担
う
た

め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
臨
時
野

戦
病
院
を
配
備
し
た
。
こ
れ
が

サ
マ
リ
タ
ン
・
パ
ー
ス
が
行
っ

て
い
る
こ
と
だ
﹂
と
述
べ
た

野
戦
病
院
を
設
営

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

人
道
支
援
団
体
が

マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
前
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
設
営
さ
れ
た
野
戦
病
院
︵
写
真
・
三
浦
良
一
︶

http://www.sakuraradio.com
http://www.sakuraradio.com
http://www.sakuraradio.com
http://www.us.emb-japan.go.jp/
http://www.japansociety.org
https://www.youtube.com/watch?v=P_vV_d4AJFw
www.freelancersunion.org/resources/freelancers-relief-fund
https://mikoto-inc.com/nys
mailto:nishi-doso-usa@gitmail.com
http://www.919usa.com
https://artofhaiku.org/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
３
月
31
日
︵
火
︶
か
ら
当

面
の
間
、
領
事
窓
口
業
務
を
月

曜
、
水
曜
、
金
曜
の
週
３
日
と

し
て
い
る
。
受
け
付
け
時
間
は

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
１
時

ま
で
。
査
証
受
付
は
正
午
か
ら

午
後
１
時
ま
で
。
ま
た
標
準
処

理
期
間
の
延
長
と
し
て
パ
ス
ポ

ー
ト
交
付
は
、
現
行
は
申
請
か

ら
交
付
ま
で
６
営
業
日
︵
例
：

月
曜
申
請
＝
月
曜
交
付
︶だ
が
、

変
更
後
は
申
請
か
ら
交
付
ま
で

８
営
業
日
、
例
：
月
曜
申
請
＝

水
曜
交
付
と
な
る
。

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

窓
口
業
務
週
３
日
に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
と
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
と
の
医
学
部
は
、

希
望
す
る
医
学
部
の
学
生
を
早

期
に
卒
業
さ
せ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
患
者
が
殺
到
す
る

病
院
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

開
始
さ
せ
る
と
し
た
。
こ
れ
ら

の
学
生
は
、
通
常
の
7
月
1
日

の
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
開
始
日
で

は
な
く
、
4
月
の
初
め
か
ら
医

療
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
始

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
病

院
で
医
師
の
チ
ー
ム
に
加
わ
る

予
定
だ
。
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
経

験
豊
富
な
医
師
の
監
督
下
に
あ

る
チ
ー
ム
に
配
置
さ
れ
、
最
も

深
刻
な
ケ
ー
ス
に
は
対
応
し
な

い
と
い
う
。

 　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
医
学

部
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
エ
イ
ブ
ラ

ム
ソ
ン
教
育
担
当
上
級
副
学
部

長
は
、﹁
69
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
希
望
の
学
生
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
お
よ
び
全
米
の
病
院
で
医
療

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
始
す

る
予
定
﹂
と
し
て
い
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ベ
ル
ビ
ュ

ー
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
イ
ン
タ
ー
ン

を
始
め
る
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大

学
の
ギ
ャ
ビ
ー
・
メ
イ
ヤ
ー
さ

ん
は
﹁
早
期
卒
業
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
応
募
す
る
こ
と
は
難
し

い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
私
や

私
の
同
期
た
ち
は
こ
の
困
難
な

局
面
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

る
ス
キ
ル
を
も
っ
て
い
る
の
だ

か
ら
﹂
と
語
っ
た
。

 

一
方
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
医

学
部
で
も
、
政
府
か
ら
の
要
請

が
あ
っ
た
と
し
て
、
5
月
に
卒

業
予
定
だ
っ
た
医
学
部
の
早
期

卒
業
希
望
の
学
生
は
、
4
月
15

日
に
卒
業
し
、
市
内
の
プ
レ
ス

ビ
タ
リ
ア
ン
病
院
で
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
と
し
て
従
事
す
る
予
定

だ
と
し
て
い
る
。

　

同
大
学
医
学
部
の
学
長
は
医

学
部
の
学
生
に
向
け
て
、﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
域
で
確
認
さ
れ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
患

者
数
は
毎
日
増
加
し
て
い
る
、

救
急
部
門
や
病
院
の
入
院
病
棟

で
の
重
症
患
者
の
急
増
に
対
応

す
る
助
け
が
必
要
﹂
と
手
紙
を

書
き
、
早
期
卒
業
希
望
者
を
募

っ
た
。

 　

ク
オ
モ
知
事
と
ビ
ル
・
デ
・

ブ
ラ
シ
オ
市
長
は
、
有
能
な
医

療
従
事
者
ら
に
共
に
こ
の
苦
難

な
戦
い
に
手
を
貸
し
て
と
呼
び

か
け
て
い
る
。

早
期
卒
業
で
現
場
へ

Ｎ
Ｙ
大
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
医
学
生

　

東
京
海
上
記
念
診
療
所
が

開
始
し
た
﹁
テ
レ
・
ヘ
ル
ス
﹂

︵
１
面
に
記
事
︶
の
具
体
的

な
内
容
は
次
の
通
り
。
︵
１
︶

C
O

V
ID

-19

に
関
す
る
懸
念

や
質
問
に
つ
い
て
、
日
本
語
を

話
す
経
験
豊
富
な
医
師
と
の

面
談
。
︵
２
︶
医
師
が
必
要
と

判
断
し
た
場
合
、C

O
V

ID
-19

の
入
院
と
検
査
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
。
︵
３
︶

発
熱
や
咳
な
ど
の
症
状
を
診
察

し
、
症
状
を
自
宅
で
安
全
に
管

理
す
る
た
め
の
幅
広
い
ア
ド
バ

イ
ス
。
︵
４
︶
隔
離
を
余
儀
な

く
さ
れ
不
安
を
抱
え
て
い
る
患

者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相

談
。
︵
５
︶
感
染
リ
ス
ク
の
た

め
来
院
を
控
え
て
い
る
患
者
に

対

す

る
、C

O
V

ID
-19

以

外

の
一
般
的
な
健
康
問
題
に
つ
い

て
の
相
談
。
︵
６
︶
米
国
内
の

ど
こ
か
ら
で
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
︵
Ｎ
Ｙ
州
外
か
ら
受
け

る
場
合
、
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ

る
か
は
保
険
会
社
に
要
確
認
︶
。

　

予
約
制
、
要
事
前
登
録
。
登

録
方
法
は
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ

ッ
ト
・
Ｐ
Ｃ
︵
カ
メ
ラ
と
マ

イ
ク
が
必
要
︶
の
い
ず
れ
か

で
﹁M

yC
hart

ア
プ
リ
﹂
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
な
情

報
を
入
力
す
る
。﹁
テ
レ
・
ヘ

ル
ス
﹂
で
の
診
察
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
は
、
東
京
海
上

記
念
診
療
所
の
オ
フ
ィ
ス
に

電
話
で
予
約
を
入
れ
る
。
現

在
の
緊
急
措
置
と
し
て
、
テ

レ
ヘ
ル
ス
の
保
険
診
療
に
コ

ー
ペ
イ
は
原
則
か
か
ら
な
い

︵C
O

V
ID

-19

関
連
に
係
わ
ら

ず
︶
。
問
い
合
わ
せ
・
予
約
は

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
オ
フ
ィ
ス
電
話

２
１
２
・
８
８
９
・
２
１
１
９

︵
月
〜
金
曜
午
前
８
時
か
ら

午

後

４

時

45

分

︶、

ハ

ー

ツ
デ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
電
話

９
１
４
・
９
９
７
・
１
２
0
０

︵
月
〜
金
曜
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
︶
ま
で
。

東
京
海
上
記
念
診
療
所

テ
レ
ヘ
ル
ス
を
開
始

　

中
国
や
イ
タ
リ
ア
の
病
院
か

ら
の
リ
ポ
ー
ト
や
映
像
を
見
る

た
び
に
、
近
い
将
来
私
が
集
中

治
療
医
と
し
て
勤
務
す
る
こ
の

病
院
も
悲
惨
な
状
況
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
頭
の
片
隅
で
は

予
測
し
て
い
た
。
そ
う
な
ら
な

い
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
は
い
た

け
ど
い
つ
か
は
こ
こ
に
も
来
る

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
。
心
の

準
備
は
し
て
い
た
つ
も
り
だ
け

ど
、
甘
か
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
医
療
現
場

は
崩
壊
寸
前
の
状
態
に
あ
る
。

う
ち
の
病
院
で
も
こ
こ
2
週
間

で
コ
ロ
ナ
の
患
者
数
が
あ
れ
よ

あ
れ
よ
と
言
う
間
に
1
人
だ
っ

た
の
か
ら
50
人
、
２
０
０
人
、

５
０
０
人
と
増
え
、
病
棟
の
ベ

ッ
ド
も
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ベ
ッ
ド
も
全

然
足
り
な
く
な
っ
た
。
病
院
の

い
た
る
と
こ
ろ
に
ベ
ッ
ド
を
増

や
し
て
も
増
や
し
て
も
コ
ロ
ナ

の
患
者
数
は
増
え
続
け
る
一
方

で
追
い
つ
か
な
い
。
う
ち
の
病

院
に
は
も
と
も
と
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
4

つ
あ
る
が
ど
れ
も
コ
ロ
ナ
の
患

者
で
一
杯
だ
。
新
し
い
Ｉ
Ｃ
Ｕ

も
3
つ
作
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も

足
り
な
い
。
Ｅ
Ｒ
は
酸
素
を
必

要
と
す
る
人
や
人
工
呼
吸
器
を

必
要
と
す
る
人
で
ご
っ
た
返
し

て
い
る
が
、
人
工
呼
吸
器
が
底

を
つ
く
の
も
も
う
時
間
の
問
題

に
な
っ
て
き
た
。
実
際
に
知
り

合
い
の
働
く
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
あ

る
病
院
は
数
日
前
に
人
工
呼
吸

器
が
す
で
に
底
を
つ
い
た
。
腎

臓
不
全
に
な
る
患
者
も
多
く
、

透
析
装
置
も
足
り
な
く
な
っ
て

き
た
の
で
腹
膜
透
析
に
切
り
替

え
を
は
じ
め
た
。
病
院
で
人
工

呼
吸
器
や
透
析
装
置
が
底
を
つ

く
と
い
う
の
は
普
段
で
は
あ
り

得
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
自
分
の
目
の
前
に
2
人
今

す
ぐ
人
工
呼
吸
器
を
必
要
と
し

て
い
る
患
者
が
い
る
と
す
る
。

で
も
病
院
に
も
う
一
つ
だ
け
し

か
人
工
呼
吸
器
が
残
っ
て
い
な

か
っ
た
ら
？　

集
中
治
療
医
と

し
て
そ
の
決
断
を
迫
ら
れ
た
時

ど
う
や
っ
て
そ
の
最
後
の
一
人

を
選
べ
と
い
う
の
か
。

Ｅ
Ｒ
や
病
棟
で
10
人
も
20
人
も

の
患
者
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ベ
ッ
ド
が

空
く
の
を
待
っ
て
い
る
状
態
に

お
い
て
一
つ
だ
け
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ベ

ッ
ド
が
空
い
た
時
ど
う
や
っ
て

そ
の
1
人
の
患
者
を
選
べ
ば
い

い
の
か
。

　

大
袈
裟
な
話
で
も
な
ん
で
も

な
く
数
日
後
に
は
直
面
す
る
で

あ
ろ
う
シ
ナ
リ
オ
だ
。
実
際
に

昨
日
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ

て
こ
の
問
題
を
同
僚
と
話
し
合

っ
た
。
自
分
達
の
経
験
や
患
者

の
状
態
を
元
に
、
ま
た
海
外
か

ら
の
リ
ポ
ー
ト
を
元
に
一
番
生

き
残
る
可
能
性
が
高
い
人
を
選

ぶ
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
年
齢

と
基
礎
疾
患
だ
け
で
片
付
け
ら

れ
る
簡
単
な
決
断
で
は
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
で
な
い
に

関
係
な
く
集
中
治
療
医
と
し
て

死
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

は
日
常
茶
飯
事
で
あ
る
。 

Ｉ

Ｃ
Ｕ
に
入
っ
て
も
当
然
助
か
る

患
者
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
、

患
者
さ
ん
の
家
族
と
患
者
さ
ん

の
意
思
を
尊
重
し
た
終
末
期
ケ

ア
や
緩
和
ケ
ア
の
話
を
す
る
こ

と
も
慣
れ
て
い
る
。
で
も
普
段

な
ら
人
工
呼
吸
器
さ
え
あ
れ
ば

助
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
患
者
を

助
け
ら
れ
な
い
こ
の
状
況
に
お

い
て
医
師
と
し
て
家
族
に
な
ん

て
言
葉
を
か
け
れ
ば
い
い
の

か
。

　

も
う
今
と
な
っ
て
は
街
中
の

誰
が
感
染
し
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
状
態
な
の
で
こ
の
近
辺

で
は
ど
こ
の
病
院
も
家
族
と
の

面
会
も
見
舞
客
も
許
可
し
て

い
な
い
。
唯
一
1
人
と
の
面

会
が
許
さ
れ
る
の
は
患
者
が

﹁actively dying

﹂
の
時
の

み
。
患
者
が
数
時
間
で
確
実
に

亡
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
医
師
が

判
断
し
た
時
の
み
家
族
1
人
と

の
面
会
が
許
可
さ
れ
る
。
そ
れ

も
5
分
の
み
。
病
院
で
患
者
は

孤
独
に
こ
の
ウ
イ
ル
ス
と
た
た

か
っ
て
い
る
。

　

私
の
同
僚
や
看
護
師
も
何
人

も
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
た
。
私
の

担
当
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
も
う
ち
の

病
院
の
医
師
と
看
護
師
が
人
工

呼
吸
器
を
装
着
さ
れ
て
生
き
延

び
よ
う
と
た
た
か
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ス
で
は
お
年
寄
り
や
基

礎
疾
患
の
あ
る
人
の
リ
ス
ク
が

報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
若
く
し

て
基
礎
疾
患
が
な
く
て
亡
く
な

る
人
を
こ
こ
2
週
間
で
何
人
も

み
た
。
病
棟
に
入
院
し
て
突
然

死
す
る
患
者
も
い
る
。
中
国
や

イ
タ
リ
ア
の
医
師
と
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
コ
ー
ル
を
し
て
意
見
交

換
し
た
り
し
て
い
る
が
、
ま
だ

こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
わ
か

っ
て
な
い
こ
と
も
山
ほ
ど
あ
る

の
が
現
状
だ
。

　

毎
日
休
み
返
上
で
働
い
て
も

コ
ロ
ナ
の
患
者
は
増
え
る
一
方

で
も
う
終
わ
り
な
き
戦
い
に
思

え
き
て
白
旗
を
あ
げ
た
く
な

る
。
ま
だ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ピ

ー
ク
に
達
す
る
ま
で
２
〜
３
週

間
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
頃
に
は
こ
の
病
院
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
想
像
す
る

だ
け
で
恐
ろ
し
い
。
自
分
が
か

か
ら
な
い
保
証
な
ど
ど
こ
に
も

な
く
自
分
が
ウ
イ
ル
ス
を
病
院

か
ら
家
に
持
ち
込
ん
で
家
族
に

う
つ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
正
直

一
番
怖
い
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
今
月
の

頭
に
は
ほ
ん
の
数
人
だ
っ

た
感
染
者
数
が
い
ま
で
は

５
万
２
０
０
０
人
以
上
に
な
っ

た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
今
後
も
心

配
だ
が
日
本
の
様
子
を
ニ
ュ
ー

ス
で
見
る
た
び
に
日
本
の
こ
と

﹁
病
院
は
既
に
地
獄
絵
﹂

ア
ル
バ
ー
ト
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
医
科
大
学
助
教
授 

モ
ン
テ
フ
ィ
オ
ー
レ
病
院
集
中
治
療
専
門
医
が
寄
稿

コ
ル
ビ
ン
麻
衣

コロナ集中治療室から

も
心
配
に
な
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
の
多
く
も
こ
こ
ま
で
ひ
ど

く
な
る
こ
と
を
予
測
し
て
な
か

っ
た
と
思
う
。
コ
ロ
ナ
に
か
か

っ
て
亡
く
な
っ
た
人
の
中
で

﹁
自
分
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
﹂
と

思
っ
て
い
た
人
も
多
い
と
思

う
。
中
国
や
イ
タ
リ
ア
の
様
子

を
テ
レ
ビ
で
見
て
も
遠
く
離
れ

た
場
所
の
こ
と
に
感
じ
て
い
た

人
も
い
る
と
思
う
。
自
分
ま
た

は
自
分
の
家
族
や
友
達
が
重
症

化
し
て
か
ら
、
今
更
人
混
み
に

で
た
こ
と
を
、
自
分
の
行
動
を

変
え
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し

て
も
も
う
手
遅
れ
だ
。
自
分
は

無
症
状
か
も
し
れ
な
い
。
で
も

自
分
の
知
ら
な
い
う
ち
に
、
自

分
よ
り
ハ
イ
リ
ス
ク
の
大
勢
の

人
に
う
つ
し
て
い
る
可
能
性
は

十
分
あ
る
。
日
本
に
は
先
月
、

今
月
で
海
外
か
ら
帰
っ
て
き
た

人
も
大
勢
い
る
。
日
本
に
す
ご

い
2
回
目
の
波
が
き
て
も
、
全

然
不
思
議
じ
ゃ
な
い
し
む
し
ろ

来
な
い
方
が
不
思
議
だ
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
も
つ
い
2
週
間
前
ま

で
は
み
ん
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
ム
ー

ド
だ
っ
た
。
1
週
間
前
に
外
出

禁
止
令
が
出
て
も
ま
だ
沢
山
の

人
が
外
出
し
て
い
た
。
今
と
な

っ
て
は
さ
す
が
に
み
ん
な
家
に

こ
も
っ
て
い
る
が
、
手
の
つ
け

ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
か
ら
そ
う
し
て
も
も
う
遅

い
。

　

病
院
は
地
獄
絵
の
よ
う
で
、

他
の
街
が
こ
ん
な
悲
惨
な
経
験

を
し
な
く
て
い
い
よ
う
に
心
か

ら
願
う
が
、
気
を
抜
い
た
ら
東

京
も
こ
う
な
り
か
ね
な
い
。
外

出
自
粛
で
家
に
ば
か
り
い
て
暇

な
こ
と
も
、
特
に
子
供
達
に
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
る
こ
と
も
よ
く

わ
か
る
。
で
も
も
う
し
ば
ら
く

辛
抱
し
て
ほ
し
い
。
振
り
返
っ

て
大
袈
裟
だ
っ
た
ね
、
と
笑
え

る
日
が
来
た
ら
そ
ん
な
幸
せ
な

こ
と
は
な
い
。

　

今
こ
の
状
況
に
な
っ
た
か
ら

こ
そ
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
沢

山
あ
る
。
家
族
や
友
達
と
会
っ

て
お
喋
り
し
た
り
ハ
グ
し
た
り

街
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
公
園

に
行
っ
た
り
、
気
軽
に
そ
う
で

き
る
こ
と
っ
て
幸
せ
な
こ
と
。

生
き
て
い
る
っ
て
そ
れ
だ
け
で

本
当
に
幸
せ
な
こ
と
。
早
く
子

供
達
に
い
つ
も
み
た
い
に
ハ
グ

や
キ
ス
で
き
る
日
が
来
る
こ
と

を
祈
っ
て
・
・
・
。︵
原
文
ま
ま
︶

mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
https://ibec-usa.com/
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税

金

特

集

⑧

確
定
申
告
の
方
法
と

追
徴
・
過
払
い
税
金

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

須
田
洋
平

 　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威
を

振
る
っ
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様

の
ご
無
事
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
連
邦
税
確
定
申
告

は
3
か
月
の
申
告
並
び
に
支
払

い
の
延
長
が
認
め
ら
れ
、
従
来

の
4
月
15
日
で
は
な
く
、
7
月

15
日
が
申
告
期
日
と
な
り
ま
し

た
。
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
過
払
い
税

金
の
払
い
戻
し
は
平
時
と
同
様

に
21
日
以
内
に
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
当
局
は
過
払

い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
な
る
方
は
な

る
べ
く
早
く
申
告
す
る
こ
と
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
中

に
は
既
に
確
定
申
告
書
が
完
成

し
て
申
告
さ
れ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
確
定
申
告
書
の
内

容
に
つ
い
て
は
税
務
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
お
任
せ
す
る
と
し
て

も
、
完
成
し
た
確
定
申
告
書
は

税
務
当
局
へ
送
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
追
徴
税
が

発
生
し
て
い
る
方
は
当
局
へ
の

支
払
い
が
必
要
で
す
。
過
払
い

が
あ
る
方
も
、
ど
の
よ
う
な
形

で
精
算
を
受
け
る
か
決
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
皆

様
が
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
税
務
当
局
へ
の
確
定
申
告

の
送
付
、
支
払
い
、
な
ら
び
に

過
払
い
の
精
算
方
法
を
説
明
し

ま
す
。

▽
確
定
申
告
方
法

　

米
国
確
定
申
告
は
電
子
申
告

に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
お
り
、
確
定
申
告
書
作
成

者
は
電
子
申
告
で
作
成
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
電
子
申
告
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
申
告
デ
ー
タ
を
各
当
局
に
送

信
し
ま
す
の
で
、
申
告
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
作
成
や
郵
送
な
ど
の

手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
税
務
当
局
が
確
定

申
告
デ
ー
タ
を
受
理
し
た
か
ど

う
か
の
確
認
や
、
当
局
で
の
申

告
書
の
プ
ロ
セ
ス
が
正
確
に
行

わ
れ
る
、
ま
た
プ
ロ
セ
ス
が
早

く
行
わ
れ
る
た
め
に
還
付
金
が

早
く
発
行
さ
れ
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
年
々
電
子

申
告
が
で
き
る
確
定
申
告
書
の

範
囲
が
広
が
っ
て
お
り
、
非
居

住
者
の
確
定
申
告
書
で
あ
る

1040N
R

も
電
子
申
告
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
子
申
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
確
定
申
告
書
は
、
当
局

へ
書
面
で
郵
送
す
る
こ
と
で
確

定
申
告
を
行
い
ま
す
。
年
中
に

居
住
者
と
非
居
住
者
の
両
方
の

居
住
者
身
分
を
有
す
る
二
重
身

分
者
は
電
子
申
告
に
対
応
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
書
面
で
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

納
税
者
番
号
︵
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
︶
の

新
規
の
申
請
は
、
申
請
書
類
を

確
定
申
告
書
に
添
付
し
て
行
い

ま
す
が
、
申
請
書
類
は
原
本
で

あ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
確

定
申
告
は
書
面
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
州
税
の
確
定
申
告

は
州
に
よ
っ
て
異
な
る
規
定
を

設
け
て
い
る
の
で
別
途
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
追
徴
税
額

　

確
定
申
告
書
で
計
算
さ
れ
た

最
終
税
額
が
源
泉
徴
収
税
や
予

定
納
税
額
な
ど
で
納
め
た
税
額

を
上
回
る
場
合
は
追
徴
税
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
年
は
こ
ち
ら
の
支
払
い
の
期

日
は
4
月
15
日
と
な
り
ま
す

が
、
今
回
の
申
告
で
は
7
月
15

日
と
3
か
月
間
の
猶
予
が
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
支
払
い
方
法

と
し
て
お
も
に
次
の
4
つ
を
説

明
し
ま
す
。

︵
Ａ
︶
小
切
手
の
郵
送
：
小
切

手
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
番
号
と
年
次
、
申
告
様
式

を
記
載
し
、1040-V

な
ど
の

バ
ウ
チ
ャ
ー
と
一
緒
に
当
局
へ

郵
送
し
ま
す
。

︵
Ｂ
︶
銀
行
口
座
か
ら
の
引
き

落
と
し
：
電
子
申
告
を
行
う
場

合
に
、
指
定
し
た
日
に
銀
行
口

座
か
ら
追
徴
税
額
を
引
き
落
と

す
方
法
で
す
。

︵
Ｃ
︶
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
：

主
要
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

追
徴
税
額
を
支
払
う
こ
と
も
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方

法
は
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
。

︵
Ｄ
︶
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ｐ
Ｓ
：
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
登
録
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
支
払
う
か
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
通
し
て
支
払

い
ま
す
。

　

追
徴
税
額
を
一
度
に
全
額
支

払
う
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
は

分
割
払
い
を
す
る
こ
と
も
条
件

に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

申
告
期
日
ま
で
に
追
徴
税
を

支
払
わ
な
い
と
、
支
払
い
遅
延

の
罰
則(

延
納
税)

が
課
さ
れ

ま
す
。
延
納
税
は
未
納
の
税
額

に
対
し
て
月
々
０
・
５
％
、
最

大
25
％
ま
で
課
さ
れ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
追
徴
額
に
は
利
息

が
発
生
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
申

告
書
を
期
日
ま
で
に
提
出
し
な

い
場
合
は
申
告
遅
延
の
罰
則
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
納
税

額
に
対
し
て
月
々
5
％
、
最
大

で
25
％
ま
で
が
課
さ
れ
ま
す

が　

延
納
税
が
同
時
に
発
生
し

て
い
る
場
合
は
延
納
税
分
が
差

 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

88

 　

譲
謙
︵
ゆ
ず
け
ん
︶
さ
ん
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
ひ
ど
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
が
、
わ
し
の

友
人
も
売
上
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て

ビ
ジ
ネ
ス
が
立
ち
行
か
な
く
な

り
そ
う
じ
ゃ
。
何
か
救
済
策
は

な
い
か
の
ぅ
？
﹂
会
社
経
営
者

の
鬣
︵
た
て
が
み
︶
は
会
計
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢
謙
吉

︵
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち
、
通
称
、

譲
謙
に
尋
ね
た
。

　

﹁
さ
ま
ざ
ま
な
救
済
策
が
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
﹂
﹁
何
じ
ゃ

し
引
か
れ
ま
す
。
確
定
申
告
書

を
期
日
ま
で
に
提
出
で
き
な
い

場
合
は
延
長
申
請
書
︵Form

 
4868

︶
を
提
出
す
る
こ
と
で

申
告
期
日
を
延
長
す
る
こ
と
も

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

延
長
申
請
は
納
付
の
期
日
を
延

長
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
延
納
税
と
利
子
の
支
払

い
を
避
け
る
た
め
に
は
7
月
15

日
ま
で
に
見
込
み
の
追
徴
税
額

を
支
払
う
必
要
が
あ
る
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
過
払
い
税
額

　

最
終
税
額
が
納
め
た
税
額
を

下
回
る
場
合
は
過
払
い
の
状
況

と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
3

つ
の
方
法
で
過
払
い
を
精
算
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︵
Ａ
︶
還
付
小
切
手
：
還
付
小

切
手
が
確
定
申
告
書
に
記
載
し

た
住
所
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

︵
Ｂ
︶
銀
行
振
込
み
：
過
払
い

額
が
指
定
し
た
銀
行
口
座
に
振

り
込
ま
れ
ま
す
。

︵
Ｃ
︶
次
年
度
の
納
税
額
に
充

当
　

還
付
状
況
は
税
務
当
局

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵w

w
w

.
irs.g

ov
 “

W
h

ere’
s M

y 
R

efund?”

︶
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
還
付
請
求
の

時
効
は
確
定
申
告
の
提
出
期
日

か
ら
3
年
と
な
り
ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

早
く
教
え
て
く
れ
﹂
﹁
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
か
ら
は
、
次
の
よ
う

な
救
済
策
で
す
。
①
雇
用
維
持

救
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
５
人
未
満

の
雇
用
者
に
つ
い
て
雇
用
を
維

持
す
る
た
め
に
40
％
の
給
与
を

２
か
月
間
補
助
し
ま
す
。
条
件

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
る
こ
と
、
25
％
上
の

売
上
が
減
少
し
た
こ
と
、
全
部

で
４
人
以
下
の
従
業
員
で
あ
る

こ
と
、
６
か
月
以
上
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
し
て
い
る
こ
と
、
未
払
税

金
や
法
的
な
債
務
を
負
っ
て
い

な
い
こ
と
で
す
。
②
ス
モ
ー

ル
ビ
ジ
ネ
ス
救
済
ロ
ー
ン
：

１
０
０
人
未
満
の
従
業
員
の

会
社
で
売
上
が
25
％
以
上
減

少
し
た
場
合
、
ゼ
ロ
金
利
で

７
万
５
０
０
０
ド
ル
ま
で
ロ
ー

ン
を
貸
し
出
し
ま
す
。
対
象
企

業
の
条
件
は
①
と
ほ
ぼ
同
じ

で
が
、
返
済
能
力
が
あ
る
こ

と
が
条
件
に
加
え
ら
れ
ま
す
。

③

U
S Sm

all B
u

sin
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A
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︵SB
A

︶

ロ
ー
ン
：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス

モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
オ
ー
ナ
ー

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に

低
金
利
Ｓ
Ｂ
Ａ
ロ
ー
ン
を
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
用
の
特
別
な

ロ
ー
ン
は
最
高
で
２
Ｍ
ド
ル
、

３
・T

75

％
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
２
・

75
％
︶
最
長
で
30
年
返
済
期
間

に
な
り
ま
す
﹂

　

﹁
ほ
う
、
そ
れ
は
す
ご
い
な
。

じ
ゃ
、
連
邦
は
ど
う
な
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
？
﹂﹁
連
邦
に
つ
い

て
は
、Ｉ
Ｒ
Ｓ
︵
内
国
歳
入
庁
︶

が
、
個
人
税
の
申
告
書
の
期
限

を
４
月
15
日
か
ら
７
月
15
日
に

延
長
し
ま
し
た
。
納
税
額
の
支

払
い
も
金
額
の
い
か
ん
に
か
か

わ
ら
ず
罰
金
や
利
息
な
し
に
７

月
15
日
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｒ
Ｓ
は
労
働
局
と
も
協
力
し

て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
２
つ
の
リ
フ
ァ
ン
ド
可
能
な

タ
ッ
ク
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
中

小
企
業
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

１

つ

はPaid Sick Leave 
C

redit

で
も
う
１
つ
がC

hild 
C

are Leave C
redit

で
す
。

い
ず
れ
も
５
０
０
人
未
満
の
会

社
が
対
象
で
す
。
前
者
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
っ

た
か
、
隔
離
さ
れ
て
い
る
た
め

に
会
社
を
休
ん
で
い
る
社
員
の

た
め
に
支
給
し
た
有
給
休
暇
に

対
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
、
後
者

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
家
族
の

面
倒
を
み
る
た
め
に
休
ん
だ
社

員
に
支
給
し
た
有
給
休
暇
に
対

し
て
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
支
払
い

が
も
ら
え
る
制
度
で
す
。
家
族

の
面
倒
に
は
子
女
の
学
校
が
休

校
に
な
っ
た
場
合
も
含
み
ま

す
。
本
人
の
た
め
に
は
２
週

間
︵
80
時
間
︶
ま
で
給
与
の

１
０
０
％
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
面
倒
を

み
る
た
め
に
は
２
週
間
ま
で
給

与
の
２
／
３
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
子

供
の
学
校
が
休
み
で
会
社
を
休

む
場
合
、
追
加
で
最
長
10
週
間

２
／
３
の
給
与
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の

支
払
い
に
つ
い
て
雇
用
主
は
法

律
の
上
限
ま
で
全
額
補
償
が
も

ら
え
ま
す
。
ま
た
、
健
康
保
険

代
も
支
払
わ
れ
ま
す
。
有
給
休

暇
の
支
払
い
が
優
先
さ
れ
る
た

め
、
天
引
き
し
た
給
与
税
で
有

給
分
を
支
払
う
こ
と
が
許
可
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
足
り
な
い
場
合
に

は
、
可
及
的
速
や
か
に
Ｉ
Ｒ
Ｓ

が
雇
用
主
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
50
人

未
満
の
従
業
員
の
会
社
で
は
、

面
倒
を
み
る
た
め
休
暇
を
取
る

こ
と
を
従
業
員
に
与
え
な
い
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
、
現

金
の
給
付
な
ど
追
加
救
済
策
が

早
急
に
議
会
で
立
案
さ
れ
て
い

ま
す
﹂

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所

(www.saikos.com, info@
saikos.com)

：

齊
藤
幸
喜

コ
ロ
ナ
打
撃
か
ら
の
救
済
策

http://www.irs.gov
http://www.irs.gov
http://www.irs.gov
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
https://www.takenakapartners.com/
https://www.hondag.com
http://saitama-shintoshin.or.jp
http://villagewellusa.com
http://kkobo.com/
https://www.suhakobi.com
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２
０
１
９
年
現
在
、
日
本
の

贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
で
あ
る

年
間
１
１
０
万
円
ま
で
が
、
非

課
税
で
贈
与
を
受
け
取
れ
る
金

額
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
贈
与
税

の
非
課
税
枠
は
相
手
一
人
に
つ

き
年
間
１
万
５
０
０
０
ド
ル
で

す
。

　

親
ま
た
は
祖
父
母
が
負
担
す

る
子
や
孫
の
教
育
費
、医
療
費
、

養
育
費
、
生
活
費
は
、
日
本
で

も
ア
メ
リ
カ
で
も
贈
与
税
の
対

 

無
税
贈
与

758
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
教
育
費
、

医
療
費
、
養
育
費
、
生
活
費
と

し
て
確
実
に
使
用
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
特
に
金
額
上
の

制
限
も
な
く
、
一
方
の
国
か
ら

他
方
の
国
へ
非
課
税
で
の
送
金

が
可
能
で
す
。

　

送
金
を
受
け
た
者
の
需
要
と

親
の
資
力
そ
の
他
の
一
切
の
事

情
を
勘
案
し
て
、
社
会
通
念
上

適
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
の
財

産
を
指
し
ま
す
。
子
供
の
結
婚

費
用
を
親
が
出
し
た
と
し
て

も
、
結
婚
し
て
初
め
て
１
人
前

と
い
う
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、

そ
こ
ま
で
は
親
の
責
任
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

親
か
ら
結
婚
祝
い
と
称
し
て

車
や
不
動
産
、
あ
る
い
は
投
資

資
金
、
預
金
資
金
な
ど
、
ま
と

ま
っ
た
大
き
な
金
額
の
物
を
贈

ら
れ
た
り
す
る
と
、
そ
う
し
た

援
助
は
親
の
扶
養
義
務
の
常
識

的
範
囲
を
越
え
て
い
る
と
し

て
、
途
端
に
贈
与
税
の
問
題
が

発
生
し
ま
す
。

︵
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
︶

　

ア
メ
リ
カ
国
内
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
爆
発
的

に
増
え
る
な
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
は
死
者
の
増
加
に
備
え
て

仮
設
の
遺
体
安
置
所
の
設
置
を

進
め
て
い
る
。
市
内
に
あ
る
２

つ
の
病
院
前
で
は
３
月
26
日
、

安
置
所
と
し
て
使
用
す
る
冷
凍

ト
ラ
ッ
ク
が
待
機
し
た
。
市
が

前
回
、
仮
設
安
置
所
を
設
置
し

た
の
は
２
０
０
１
年
９
月
11
日

に
起
き
た
米
同
時
多
発
テ
ロ
の

後
だ
っ
た
。
当
時
、
市
検
視
当

局
は
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

で
死
亡
し
た
２
７
５
３
人
の
遺

体
の
身
元
特
定
に
当
た
っ
た
。

　

デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
は
26
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
少
な
く
と
も
２
８
１
人

が
死
亡
し
た
と
発
表
。
感
染
者

は
２
万
１
８
７
３
人
に
達
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
全
体
で

の
死
者
は
３
８
５
人
に
な
り
、

全
米
で
８
万
人
を
超
え
る
感
染

者
の
う
ち
同
州
の
感
染
者
が

３
万
７
０
０
０
人
以
上
を
占
め

て
い
る
。
米
国
全
体
で
の
死
者

数
は
１
１
０
０
人
を
超
え
て
い

る
。
ク
イ
ー
ン
ズ
の
エ
ル
ム
ハ

ー
ス
ト
病
院
で
は
先
週
、
24
時

間
で
少
な
く
と
も
13
人
の
患
者

が
死
亡
。
検
視
当
局
は
こ
の
病

院
に
も
冷
凍
ト
ラ
ッ
ク
を
配
置

し
た
。
検
視
当
局
の
建
物
に
隣

接
す
る
ベ
ル
ビ
ュ
ー
病
院
の
前

に
も
ト
ラ
ッ
ク
や
白
い
テ
ン
ト

が
設
置
さ
れ
た
。
報
道
官
は
死

者
の
み
に
使
用
す
る
わ
け
で
は

な
い
と
話
し
て
い
る
が
、
遺
体

安
置
所
が
収
容
能
力
の
限
界
に

達
し
た
場
合
、
必
要
に
応
じ
て

ト
ラ
ッ
ク
が
利
用
さ
れ
る
。

遺
体
安
置
所

設
置
が
進
む

　

世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
︵C

O
V

ID
-19

︶

に
よ
り
、
米
国
の
移
民
政
策
に

影
響
を
与
え
る
変
更
が
次
の
通

り
生
じ
ま
し
た
。

︵
１
︶
特
急
審
査
申
請
の
一

時

停

止
。

米

国

移

民

局

は

２
０
２
０
年
３
月
20
日
に
、
全

て
の
Ｉ-

１
２
９
︵
Ｈ
、
Ｌ-

１
、 

Ｅ
、
Ｏ-

１
な
ど
︶
お
よ

び
Ｉ-

１
４
０
申
請
に
対
す
る

特
急
審
査
申
請
が
、
今
後
、
新

た
な
通
知
が
発
表
さ
れ
る
ま

で
、
直
ち
に
停
止
さ
れ
る
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。

︵
２
︶ 

米
国
移
民
局
の
閉
鎖
。

少
な
く
と
も
20
年
４
月
１
日
ま

で
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る

全
て
の
米
国
移
民
局
の
オ
フ
ィ

ス
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
な
お
、
こ
れ
に
は
米

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

︵C
O

V
ID

-19

︶
の
感
染
が
北

米
で
も
猛
威
を
振
る
い
、
感
染

防
止
の
た
め
に
米
国
内
の
多
く

の
地
域
で
自
宅
待
機
令
が
発
出

さ
れ
る
な
ど
、
現
在
、
企
業
活

動
に
も
著
し
い
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の

な
か
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
︵
ジ

ェ
ト
ロ
︶
に
日
系
企
業
へ
の
対

応
状
況
・
支
援
策
等
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
を
受
け
、
ジ
ェ
ト
ロ

は
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
３
月

24
〜
26
日
に
米
国
内
ジ
ェ
ト
ロ

の
６
事
務
所
に
て
、
各
地
の
日

本
人
商
工
会
議
所
な
ど
の
協
力

を
得
な
が
ら
実
施
。
米
国
内
の

日
系
企
業
９
０
５
社
か
ら
回
答

を
得
た
。

　

︵
１
︶
業
務
遂
行
へ
の
支
障

・
9
割
の
企
業
が
在
宅
勤
務
を

実
施
。
う
ち
、
１
割
の
企
業
に

﹁
大
き
な
﹂
支
障
、
８
割
を
超

え
る
企
業
で
﹁
何
ら
か
の
﹂
支

障
が
出
て
い
る
。
社
内
外
と
の

意
思
疎
通
、
製
造
や
倉
庫
な
ど

の
現
場
作
業
、
経
理
処
理
、
在

宅
時
の
生
産
性
な
ど
。

・
在
宅
勤
務
に
そ
ぐ
わ
な
い
社

員
を
抱
え
る
企
業
の
う
ち
、
自

宅
待
機
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
給

与
全
額
支
給
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
企
業
が
半
数
に
迫
り
、

大
き
な
負
担
に
。

・
現
時
点
で
は
、
約
３
分
の
２

の
企
業
が
駐
在
員
と
そ
の
家
族

の
一
時
帰
国
を
予
定
し
て
い
な

い
。
検
討
中
は
13
・
９
％
。

︵
２
︶
生
産
・
販
売
へ
の
支
障

・
感
染
拡
大
に
よ
り
、
7
割
の

企
業
の
売
り
上
げ
が
﹁
減
少
﹂。

製
造
業
に
お
け
る
売
上
減
の
要

因
は
﹁
国
内
需
要
減
少
﹂(

取

引
先
の
減
産
を
含
む)

と
す
る

企
業
が
約
７
割
を
占
め
、﹁
自

宅
待
機
令
に
よ
る
工
場
停
止
﹂

︵
20
・
８
％
︶
が
こ
れ
に
続
く
。

・
通
常
レ
ベ
ル
未
満
の
稼
働
率

の
企
業(

生
産
自
体
を
中
断
し

た
企
業
含
む
︶
が
５
割
を
上
回

る
。
そ
の
要
因
は
﹁
受
注
減
﹂

な
ど
需
要
面
と﹁
欠
勤
者
増
加
﹂

に
よ
る
従
業
員
不
足
。

︵
３
︶
対
処
に
苦
慮
し
て
い
る

課
題

・
対
処
に
苦
慮
す
る
最
大
の
課

題
は
﹁
労
務
﹂。
特
に
中
堅
・

中
小
企
業
は
連
邦
・
州
法
上
の

留
意
点
が
分
か
り
に
く
い
の
で

日
本
語
で
知
り
た
い
、
と
の
声

が
非
常
に
多
い
。
労
務
の
ほ
か

に
は
﹁
ビ
ザ
﹂﹁
資
金
繰
り
﹂。

公
的
支
援
策
情
報
を
求
め
る
声

が
大
き
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
全
文

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

5.
jetro.go.jp/n

ew
sletter/

am
a/2

0
2

0
/cov

id
-1

9
_

jetrosurvey
result_0327.

pdf 

を
参
照
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
は
ビ
ジ
ネ
ス
短
信

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
通
じ
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
関

わ
る
連
邦
や
州
、
郡
、
市
レ

ベ
ル
雇
用
・
融
資
等
の
支
援

策
、
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影

響
な
ど
の
情
報
を
引
き
続
き
発

信
し
て
い
く
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
上
に
特
設
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
、
企
業
の
要
望
・
相

談
対
応
に
つ
い
て
も
強
化
す

る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.jetro.go.jp/w

orld/
covid-19/

を
参
照
。

国
移
民
局
の
各
フ
ィ
ー
ル
ド

オ
フ
ィ
ス
、asylum

オ
フ
ィ

ス
、
申
請
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
︵A

pplication Support 
C

enters

︶
や
、
米
国
市
民
権

申
請
に
伴
う
宣
誓
式
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
。

︵
３
︶
署
名
入
り
書
類
の
提
出

に
関
す
る
柔
軟
な
対
応
に
つ
い

て
。
米
国
移
民
局
は
、
20
年
３

月
21
日
付
ま
た
は
そ
れ
以
降
に

提
出
さ
れ
た
Ｉ-

１
２
９
フ
ォ

ー
ム
︵
非
移
民
ビ
ザ
申
請
書
︶

を
含
む
全
て
の
申
請
フ
ォ
ー
ム

に
お
い
て
、
原
本
の
署
名
が
複

製
さ
れ
た
書
類
も
受
け
付
け
る

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。な
お
、 

直
筆
の
署
名
入
り
の
原
本
が
必

要
な
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
は
、

米
国
移
民
局
は
電
子
的
に
複
製

さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
署
名
を

受
け
付
け
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
電
子
的
に
複
製
さ
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
署
名
入
り
の
書
類

を
提
出
す
る
個
人
ま
た
は
団
体

は
、
直
筆
署
名
を
含
む
原
本
の

書
類
の
コ
ピ
ー
も
保
持
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

︵
４
︶ 

領
事
館
の
停
職
。
多
く

の
領
事
館
が
非
緊
急
ビ
ザ
の
サ

ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
て
い
ま

す
。

︵
５
︶ 

渡
航
制
限
。
過
去
14
日

以
内
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル

ギ
ー
、
チ
ェ
コ
共
和
国
、
デ
ン

マ
ー
ク
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、

ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
、
マ
ル
タ
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ロ
バ
キ

ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
イ

ギ
リ
ス
、
ま
た
は
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
に
渡
航
し
た
者
は
、 

米
国
に

渡
航
す
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
渡
航
制
限
は
、

中
国
本
土
と
イ
ラ
ン
か
ら
の
既

存
の
渡
航
禁
止
規
則
に
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

１   

渡
航
禁
止
規
則
の
対
象
外

に
関
す
る
詳
細
は
弊
社
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記

事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２   

20
年
４
月
11
日
に
、
当
局

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
渡
航
禁

止
令
に
関
し
て
再
評
価
す
る
予

定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

３   

有
効
な
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
保
持
者

で
は
あ
る
が
、
渡
航
禁
止
規
則

の
対
象
者
で
あ
り
、
そ
の
禁
止

令
に
反
し
て
米
国
へ
の
渡
航
を

試
み
る
渡
航
者
は 

、
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ａ
が
失
効
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

︵
デ
ビ
ッ
ド
．
シ
ン
デ
ル
／
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
︶

ジ
ェ
ト
ロ
が
ア
ン
ケ
ー
ト

米
国
内
９
０
５
社
調
査

日系企業の９割在宅

COVID-19

移民政策への影響

　

百
貨
店
大
手
の
メ
イ
シ
ー
ズ

は
３
月
30
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
店
舗
閉
鎖
で
売

り
上
げ
の
﹁
大
半
﹂
を
失
っ
た

と
発
表
、
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
流
通

セ
ン
タ
ー
で
の
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
わ
る
従
業
員
を
除

き
、
13
万
人
い
る
従
業
員
の
大

半
を
一
時
帰
休
さ
せ
る
と
発
表

し
た
。
所
有
し
て
い
る
ブ
ル
ー

ン
グ
デ
ー
ル
ズ
と
ブ
ル
ー
マ
ー

キ
ュ
リ
ー
も
含
め
、
す
で
に
設

備
投
資
と
配
当
金
の
支
払
い
も

停
止
、
仕
入
れ
の
一
部
も
中
止

し
て
い
る
。

百
貨
店
大
手
の
メ
イ
シ
ー
ズ

13
万
従
業
員
大
半
を
一
時
帰
休

www.jetro.go.jp/world/covid-19/
www5.jetro.go.jp/newsletter/ama/2020/covid-19_jetrosurveyresult_0327.pdf
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://www.dipaolafinancial.com/
http://www.rostamilaw.com
http://www.terailaw.com
https://michaeldunnlaw.com
http://www.swlgpc.com/jp/


2020 年（令和 2 年）4 月 4 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(8)

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
予
防
の
た
め
の
自
宅
待

機
が
長
引
い
て
、
そ
ろ
そ
ろ
子

供
の
髪
の
毛
も
伸
び
て
き
た
。

ヘ
ア
サ
ロ
ン
は
休
業
状
態
だ

し
、
出
張
ヘ
ア
カ
ッ
ト
も
濃
厚

接
触
を
避
け
る
た
め
に
自
粛
の

状
況
。
そ
ん
な
中
で
、
素
人
が

自
宅
で
髪
の
毛
を
切
る
た
め
の

秘
訣
を
プ
ロ
の
ヘ
ア
デ
ザ
イ
ナ

ー
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
っ

た
。
指
導
し
て
く
れ
た
の
は
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ヘ
ア
サ
ロ

ン
、
ミ
ン
グ
ル
・
ソ
ー
ホ
ー
の

オ
ー
ナ
ー
ヘ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

小
須
田
茂
良
さ
ん
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
の

シ
ニ
ア
無
料
ヘ
ア
カ
ッ
ト
も
担

当
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
だ
。

　

ま
ず
、
散
髪
を
始
め
る
前
に

ど
こ
で
髪
の
毛
を
切
る
か
を
決

め
る
。
絨
毯
な
ど
の
あ
る
部
屋

は
や
め
、
板
張
り
の
部
屋
に
新

聞
紙
な
ど
を
敷
き
、
切
っ
た
髪

の
毛
を
後
で
掃
除
し
や
す
い
よ

う
に
す
る
。
一
戸
建
住
宅
な
ら

屋
内
ガ
レ
ー
ジ
や
裏
庭
の
パ
テ

イ
オ
な
ど
が
あ
れ
ば
、
寒
く
な

け
れ
ば
外
で
の
散
髪
も
手
間
が

か
か
ら
な
い
。
切
っ
た
髪
の
毛

が
床
に
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る

ケ
ー
プ
も
市
販
さ
れ
て
い
る

が
、
な
け
れ
ば
、
大
型
の
ゴ
ミ

袋
の
先
端
を
カ
ッ
ト
し
て
頭
か

ら
被
っ
て
首
と
の
間
に
髪
の
毛

が
入
ら
な
い
よ
う
に
テ
ー
プ
な

ど
で
止
め
て
も
良
い
。

　

切
る
前
に
、
子
供
な
ら
、
じ

っ
と
し
て
動
か
な
い
よ
う
に
言

う
。
ま
ず
髪
の
毛
を
霧
吹
き
な

ど
で
濡
ら
す
。
男
の
子
の
場
合

は
、
ハ
サ
ミ
は
、
襟
足
な
ど
一

番
短
く
す
る
と
こ
か
ろ
か
ら
入

れ
る
が
、
例
え
ば
、
３
週
間
く

ら
い
前
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
に
戻

す
だ
け
な
ら
約
１
セ
ン
チ
ほ
ど

髪
の
毛
を
均
等
に
短
く
カ
ッ
ト

す
れ
ば
良
い
だ
け
な
の
で
ど
こ

か
ら
切
り
始
め
て
も
良
い
。
髪

の
毛
を
地
肌
か
ら
垂
直
に
持

ち
、
先
端
を
１
セ
ン
チ
切
る
。

髪
の
毛
の
束
を
、
地
肌
に
沿
っ

て
１
セ
ン
チ
か
ら
１
イ
ン
チ

︵
約
２
・
５
セ
ン
チ
︶
幅
で
束
ね

て
切
っ
て
い
く
。
束
ね
る
間
隔

が
広
が
る
と
切
っ
た
跡
が
段
々

畑
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
幅
は
短
め
に
細
か
く
束
ね

る
の
が
秘
訣
だ
。切
る
と
き
は
、

同
じ
長
さ
に
切
る
こ
と
。
す
か

し
バ
サ
ミ
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

薄
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ハ

サ
ミ
と
同
じ
く
、
髪
の
毛
を
地

肌
か
ら
垂
直
に
持
ち
、
１
回
す

か
し
バ
サ
ミ
を
入
れ
た
ら
、
先

端
の
方
に
少
し
ず
ら
し
て
ま
た

カ
ッ
ト
。
先
端
に
行
く
従
い
先

細
り
に
習
字
の
筆
の
よ
う
に
毛

先
を
細
く
薄
く
す
る
よ
う
に
す

か
す
の
が
コ
ツ
だ
。
耳
の
周
り

は
慎
重
に
、
耳
を
切
ら
な
い
よ

う
に
左
手
で
ガ
ー
ド
し
て
注
意

し
な
が
ら
切
る
。
こ
の
と
き
自

分
の
手
も
切
ら
な
い
よ
う
に
。

　

女
の
子
の
場
合
は
、
後
ろ
で

真
ん
中
で
分
け
て
、
手
で
押
さ

え
て
、
人
差
し
指
と
中
指
で
挟

ん
だ
手
を
あ
ま
り
上
に
持
ち
あ

げ
な
い
で
、
同
じ
高
さ
で
カ
ッ

ト
す
る
と
ワ
ン
レ
ン
グ
ス
に
切

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ご
主
人
の
髪
の
毛
は
、
基
本

男
の
子
と
同
じ
だ
が
、
耳
を
出

す
か
、
髪
の
毛
を
か
ぶ
せ
て
長

め
に
す
る
か
を
調
整
す
る
場
合

は
左
右
同
じ
に
な
る
よ
う
に
注

意
す
る
。
奥
さ
ん
の
場
合
は
、

自
分
で
カ
ッ
ト
す
る
の
は
難
し

い
の
で
﹁
も
し
我
慢
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
待
っ
て
プ
ロ
に
切

っ
て
も
ら
う
の
が
一
番
い
い
の

で
す
が
、
も
し
我
慢
で
き
な
い

場
合
は
、
頑
張
っ
て
切
っ
て
く

だ
さ
い
。
く
れ
ぐ
れ
も
自
分
の

手
な
ど
余
計
な
と
こ
ろ
ま
で
切

ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
﹂
と
小
須
田
さ
ん
。
ヘ
ア

カ
ッ
ト
用
の
ハ
サ
ミ
は
ネ
ッ
ト

で
も
販
売
し
て
い
る
の
で
一
つ

購
入
し
て
お
く
と
便
利
だ
。
値

段
は
さ
ま
さ
ま
だ
が
、
セ
ッ
ト

で
40
ド
ル
前
後
の
も
の
な
ら
品

質
的
に
は
問
題
な
い
そ
う
だ
。

子
供
の
髪
の
毛
を
切
る
方
法

　

世
界
的
に
先
の
見
え
な
い
未

曾
有
の
環
境
下
に
置
か
れ
て
い

る
私
達
で
す
が
、
こ
の
中
で
出

来
る
こ
と
は
﹁
普
段
出
来
て
い

な
い
事
を
や
る
！
﹂
で
す
。
溜

ま
っ
た
仕
事
や
整
理
整
頓
も
そ

う
で
す
が
、
睡
眠
不
足
を
解
消

し
て
、
体
を
ケ
ア
す
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
私
も
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
時
に
し
か
一
緒
に
ゆ

っ
く
り
出
来
な
い
娘
と
、
ス
ト

レ
ッ
チ
し
た
り
筋
ト
レ
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
今
日
は
娘
に
も

で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
の
ひ
と
つ

﹁
真
向
法
︵
ま
っ
こ
う
ほ
う
︶﹂

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

﹁
真
向
法
﹂
は
１
日
３
分
、

シ
ン
プ
ル
な
う
え
に
畳
１
枚
の

ス
ペ
ー
ス
で
で
き
ま
す
。
起
床

時
か
就
床
前
に
行
う
こ
と
が
推

奨
さ
れ
て
い
て
、
呼
吸
に
合
わ

せ
て
４
つ
の
動
作
を
行
い
ま

す
。
呼
吸
の
リ
ズ
ム
は
２
秒
で

吐
き
、１
秒
で
吸
い
込
み
ま
す
。

第
１
体
操
は
、
足
裏
を
合
わ
せ

て
座
り
、
前
屈
と
起
き
上
が
り

を
繰
り
返
し
ま
す
。
尻
か
ら
足

に
か
け
て
外
側
の
筋
肉
を
伸
ば

し
ま
す
。
第
２
体
操
は
両
足
を

伸
ば
し
て
座
り
、
前
屈
と
起
き

上
が
り
を
繰
り
返
し
ま
す
。
太

も
も
の
後
ろ
か
ら
ふ
く
ら
は
ぎ

の
筋
肉
を
伸
ば
し
ま
す
。
第
３

体
操
は
脚
を
左
右
に
開
脚
し
て

座
り
、
前
屈
と
起
き
上
が
り
を

繰
り
返
し
ま
す
。
脚
の
内
側
の

筋
肉
を
伸
ば
し
ま
す
。
第
４
体

操
は
割
り
座
で
座
っ
て
背
を

後
ろ
に
倒
し
、
ゆ
っ
く
り
と

腹
式
呼
吸
を
行
い
ま

す
。
足
首
と
膝
の
関
節

を
柔
ら
か
く
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、https://

m
akkoho.or.jp/

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
次
回

か
ら
も
、
読
者
の
皆
さ

ん
が
ご
自
宅
で
で
き
る

健
康
法
を
色
々
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　

ハ
リ
ヤ
マ
バ
レ
エ
は
４
月
か

ら
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
各
年

齢
と
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
ウ
ェ

ブ
レ
ッ
ス
ン
を
開
始
す
る
。
幼

児
バ
レ
エ
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
大
人

基
礎
バ
レ
エ
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ

ガ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
小
中
高
生

向
け
バ
レ
エ
、
ジ
ャ
ズ
、
タ
ッ

プ
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン

ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ス

を
設
け
て
い
る
。

　

ハ
リ
ヤ
マ
バ
レ
エ
は
新
ス
タ

ジ
オ
を
昨
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
現
在

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

た
め
に
ス
タ
ジ
オ
は
閉
鎖
さ
れ

て
い
る
。
オ
ー
ナ
ー
の
針
山
真

実
さ
ん
は
、﹁
外
出
制
限
中
の

健
康
維
持
、
ス
ト
レ
ス

解
消
、
メ
ン
タ
ル
維
持

に
身
体
を
動
か
す
こ
と

は
と
て
も
大
切
な
こ

と
﹂だ
と
話
し
て
い
る
。

　

入
会
の
必
要
は
な

く
、
ク
ラ
ス
は
1
回
15

ド
ル
か
ら
受
講
可
能
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
問

い
合
わ
せ
は
下
記
Ｅ
メ

ー
ル
ま
で
。

info@hariyamaballet.com

www.easeny.com

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
影
響
で
外
出
が
制
限
さ

れ
る
な
か
Ｎ
Ｙ
市
は
、
精
神
的

な
不
安
を
抱
く
市
民
に
対
し
、

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
行
っ
て
い
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
支
援
を
利
用
す
る
よ

う
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

に

は

公

式

サ

イ

ト
﹁N

Y
C

ウ

ェ

ル

﹂nycw
ell.cityof

new
york.us

を
開
く
。

Ｎ
Ｙ
市
が

メ
ン
タ
ル
支
援

ハ
リ
ヤ
マ
バ
レ
エ

ウ
ェ
ブ
レ
ッ
ス
ン
開
始

真向法

こんな時だから

お家でトライ

小須田さん

プロフェッショナルに聞きました

https://makkoho.or.jp/
https://makkoho.or.jp/
https://makkoho.or.jp/
https://makkoho.or.jp/
mailto:info@hariyamaballet.com
http://www.easeny.com
https://nycwell.cityofnewyork.us/en/
https://www.samuraimama.com/
http://www.easeny.com/
http://op-ed.jp
https://crsny.org
http://ariyoshiny.com
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 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
い
、
ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ
州

知
事
よ
り
﹁
州
民
は
可
能
な
限

り
自
宅
待
機
﹂
要
請
が
出
さ

れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
飲
食
は

禁
止
、
デ
リ
バ
リ
ー
・
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
の
み
許
可
さ
れ
る
と
い

う
非
常
事
態
に
な
っ
て
は
や
３

週
間
。
仕
事
も
在
宅
勤
務
と
な

っ
た
現
状
が
一
体
い
つ
ま
で
続

く
の
か
不
安
は
募
る
ば
か
り
だ

が
、
そ
ん
な
時
の
気
分
転
換
は

な
ん
と
言
っ
て
も
食
事
。
こ
れ

ま
で
縁
が
な
か
っ
た
店
を
試
し

て
新
し
い
味
を
楽
し
み
つ
つ
、

苦
境
に
立
つ
地
元
飲
食
店
を
応

援
し
よ
う
。
以
下
は
20
ド
ル
前

後
で
楽
し
め
る
世
界
の
料
理
。

＊
営
業
時
間
は
状
況
に
応
じ
て

変
わ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
電

話
で
確
認
の
こ
と
。

■Candlelight Inn 

︵
チ
キ
ン

ウ
ィ
ン
グ
︶

519 Central Ave. Scarsdale
914-472-9706

月
〜
日
　11:00

〜
翌
朝3:00

　

ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
と
ハ
ー
ツ

デ
ー
ル
の
中
間
、
セ
ン
ト
ラ
ル

ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
面
し
た
赤
い
一

軒
家
の
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
キ
ャ
ン

ド
ル
ラ
イ
ト
・
イ
ン
﹂
。
店
内

入
っ
て
す
ぐ
の
バ
ー
エ
リ
ア
と

奥
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ど

ち
ら
も
週
末
の
み
な
ら
ず
平
日

も
わ
ん
さ
か
人
が
い
る
盛
況
ぶ

り
。
こ
こ
の
一
押
し
は
な
ん
と

言
っ
て
も
﹁
チ
キ
ン
ウ
ィ
ン

グ
﹂
。
４
段
階
の
辛
さ
の
ほ
か
、

Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
テ
リ
ヤ
キ
風
味
が
あ

り
、
店
に
来
る
ほ
と
ん
ど
の
人

は
ウ
ィ
ン
グ
を
オ
ー
ダ
ー
す
る

︵
10
ピ
ー
ス
８
ド
ル
80
セ
ン
ト
、

20
ピ
ー
ス
17
ド
ル
60
セ
ン
ト
、

30
ピ
ー
ス
26
ド
ル
40
セ
ン
ト
︶
。

駐
車
場
入
り
口
に
向
か
っ
て
左

手
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
現
在
ク
ロ

ー
ズ
し
て
い
る
が
、
右
手
に
あ

る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
部
門
は
フ
ル

稼
働
中
。
事
前
に
電
話
オ
ー
ダ

ー
し
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
行
け

ば
待
ち
時
間
な
し
。
違
う
種
類

を
買
い
込
ん
で
家
庭
で
ウ
ィ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
ん
で
は

い
か
が
？
ウ
ィ
ン
グ
以
外
の
メ

ニ
ュ
ー
も
全
て
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

可
。
夜
遅
く
ま
で
営
業
し
て
い

る
の
も
嬉
し
い
。
支
払
い
は
キ

ャ
ッ
シ
ュ
の
み
。

■ Lefteris Gyro 

︵

ギ

リ

シ

ャ
・
地
中
海
︶

1N
orth Broadw

ay, 
Tarrytown
914-524-9687

月
〜
日　

11:00

〜22:00
w

w
w

.lefterisgyro.com
/

タ
リ
ー
タ
ウ
ン
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
と
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の

交
差
点
に
あ
る
青
い
日
よ
け
が

目
じ
る
し
の
ギ
リ
シ
ャ
料
理

店
。
タ
リ
ー
タ
ウ
ン
以
外
に
マ

ウ
ン
ト
・
キ
ス
コ
、
ヨ
ン
カ
ー

ス︵
リ
ッ
ジ
ヒ
ル
・
モ
ー
ル
内
︶、

プ
レ
ザ
ン
ト
ビ
ル
に
全
４
店
舗

を
構
え
、
各
店
舗
と
も
に
デ
リ

バ
リ
ー
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
可
。

ギ
リ
シ
ャ
の
下
町
の
食
堂
で
出

る
よ
う
な
素
朴
で
ボ
リ
ュ
ー
ム

た
っ
ぷ
り
の
料
理
で
、
メ
ニ
ュ

ー
の
品
数
も
多
い
。
一
口
大
に

切
っ
た
肉
を
串
焼
き
に
し
た
ス

ブ
ラ
キ
︵Souvlaki

︶
は
チ

キ
ン
、
ポ
ー
ク
、
ビ
ー
フ
、
ラ

ム
の
４
種
が
あ
り
、
単
品
オ
ー

ダ
ー
も
出
来
る
が
ピ
ラ
フ
、
ピ

タ
パ
ン
、
グ
リ
ー
ク
サ
ラ
ダ
が

つ
い
た
プ
ラ
ッ
タ
ー
︵
18
ド
ル

95
セ
ン
ト
︶
が
お
す
す
め
。
店

名
に
な
っ
て
い
る
﹁G

yro

﹂

は
薄
切
り
肉
を
重
ね
て
棒
に
刺

し
火
で
炙
り
、
焼
け
た
と
こ
ろ

か
ら
削
ぎ
落
と
し
て
ピ
タ
に
挟

ん
で
食
べ
る
料
理
︵
10
ド
ル
95

セ
ン
ト
︶。
ほ
か
に
ナ
ス
と
マ

ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
、
ひ
き
肉
を
重

ね
て
焼
い
た
ム
サ
カ
︵
グ
リ
ー

ク
サ
ラ
ダ
付
き
18
ド
ル
95
セ
ン

ト
︶
な
ど
。
混
み
具
合
に
も
よ

る
が
電
話
オ
ー
ダ
ー
後
、
10
〜

15
分
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る

速
さ
も
頼
も
し
い
。

■ Spice Village 

イ
ン
ド

 8C
olum

bus Ave. 
Tuckahoe

914-779-5400

月
〜
日
　17:00
〜22:00

www.spicevillagetuckahoe.
com/

タ
カ
ホ
ー
駅
東
口
、
交
差
点
近

く
の
小
さ
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
の
一
角
に
あ
る
店
で
、
店

内
で
ス
パ
イ
ス
を
ロ
ー
ス
ト
し

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
調
合
を
し
て

い
る
本
格
イ
ン
ド
レ
ス
ト
ラ

ン
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
バ
フ
ェ

も
大
人
気
だ
が
、
残
念
な
が
ら

現
在
は
夕
方
５
時
か
ら
デ
リ
バ

リ
ー
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
み
。

タ
ン
ド
ー
ル
︵
壺
窯
型
オ
ー
ブ

ン
︶
で
焼
い
た
チ
キ
ン
を
ト
マ

ト
と
ク
リ
ー
ム
を
ベ
ー
ス
に
し

た
カ
レ
ー
ソ
ー
ス
で
煮
込
ん
だ

チ
キ
ン
・
テ
ィ
ッ
カ
・
マ
サ
ラ
、

イ
ン
ド
料
理
最
高
傑
作
の
一
つ

と
し
て
誉
れ
高
い
バ
タ
ー
・
チ

キ
ン
・
マ
サ
ラ
︵
い
ず
れ
も
19

ド
ル
95
セ
ン
ト
︶が
お
す
す
め
。

濃
厚
な
味
わ
い
で
量
も
た
っ
ぷ

り
あ
る
の
で
、
一
人
前
を
２
人

で
食
べ
て
ち
ょ
う
ど
良
い
。
ほ

か
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
ス
パ
イ
ス

で
マ
リ
ネ
し
た
チ
キ
ン
を
窯
で

焼
い
たT

andoori C
hicken

︵
19
ド
ル
50
セ
ン
ト
︶、
ナ
ス
を

チ
リ
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
、
ト
マ

ト
、
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
で
炒
め

たB
aingan B

artha

︵
17
ド

ル
95
セ
ン
ト
︶、
ナ
ン
を
は
じ

め
プ
ー
リ
、
パ
ラ
タ
、
ク
ル
チ

ャ
な
ど
の
各
種
パ
ン
も
忘
れ
ず

に
。

■D Thai Kitchen 

タ
イ

677 Com
m

erce St. 
Thornwood
914-741-1313

月
〜
木11:30

〜20:00

・
金

11:30

〜23:00

・

土12:00

〜23:00

・

日16:00

〜

22:00

www.dthaikichenthorn
w

oodny.com
/

ホ
ー
ソ
ン
駅
前
の
エ
ル
ウ
ッ
ド

ア
ベ
ニ
ュ
ー
を
車
で
北
に
１
〜

２
分
、
左
手
の
２
階
建
て
ベ
ー

ジ
ュ
色
の
建
物
の
半
地
下
に
あ

る
の
が
﹁
Ｄ
タ
イ
キ
ッ
チ
ン
﹂。

家
族
経
営
の
こ
じ
ん
ま
り
し
た

店
で
、
伝
統
的
タ
イ
料
理
を
提

供
し
て
い
る
。
カ
レ
ー
は
レ
ッ

ド
、
グ
リ
ー
ン
、
マ
サ
マ
ン
、

ペ
ナ
ン
の
４
種
類
の
ソ
ー
ス
が

あ
り
、
チ
キ
ン
、
ポ
ー
ク
、
フ

ラ
ン
ク
ス
テ
ー
キ
、
ジ
ャ
ン
ボ

シ
ュ
リ
ン
プ
、
野
菜
、
豆
腐
か

ら
具
を
選
ぶ
︵
14
ド
ル
95
セ
ン

ト
〜
18
ド
ル
95
セ
ン
ト
︶。
同

様
に
炒
め
物
や
チ
ャ
ー
ハ
ン
、

ヌ
ー
ド
ル
も
具
材
と
味
付
け
を

組
み
合
わ
せ
て
オ
ー
ダ
ー
す
る

方
式
。
前
菜
は
チ
キ
ン
サ
テ
、

春
巻
き
、
タ
イ
風
餃
子
、
シ
ュ

リ
ン
プ
・
イ
ン
・
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
な
ど
が
あ
り
、
３
種
の
前
菜

を
選
ぶ
﹁
Ｄ
タ
イ
タ
パ
ス
︵
２

人
前
16
ド
ル
95
セ
ン
ト
︶﹂
は

少
し
ず
つ
味
見
が
出
来
て
嬉
し

い
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
み
。

■ Bravo Peru Takeout 

ペ

ル
ー

47Ferris Ave. White Plains
914-448-0014

水

〜

日
　

テ

イ

ク

ア

ウ

ト

12:00

〜21:00

　

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
の
駅

東
口
を
出
て
駅
前
の
フ
ェ
リ
ス

ア
ベ
ニ
ュ
ー
を
北
へ
。
緩
や

か
な
坂
道
を
登
っ
た
右
側
に

﹁B
ravo Peru

﹂
の
大
き
な
垂

れ
幕
が
。
周
囲
は
一
般
住
宅
な

の
で
見
逃
す
こ
と
は
な
い
。
こ

の
店
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
も
持
た
ず
、
特
に

宣
伝
も
し
て
い
な
い
た
め
知
る

人
ぞ
知
る
ペ
ル
ー
料
理
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
専
門
店
な
の
だ
が
、
一

度
訪
れ
た
人
は
必
ず
戻
る
名

店
な
の
で
あ
る
。
ペ
ル
ー
料

理
と
言
え
ば
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン

のPolo a la Parrilla

︵

16

ド
ル
50
セ
ン
ト
、
２
サ
イ
ド
付

き
︶
が
有
名
だ
が
、
牛
肉
と
野

菜
を
炒
め
て
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト

を
添
え
た
ロ
モ
・
サ
ル
タ
ー

ド
︵Lom

o Saltado 

17
ド
ル

50
セ
ン
ト
︶
も
お
す
す
め
。
ペ

ル
ー
の
ク
リ
オ
ー
ジ
ョ
料
理
と

中
華
料
理
が
融
合
し
た
チ
ー
フ

ァ
と
呼
ば
れ
る
料
理
の
代
表
格

で
、
中
華
調
味
料
と
醤
油
風
味

の
お
か
ず
と
ご
飯
の
組
み
合
わ

せ
が
日
本
人
の
舌
に
す
っ
と
馴

染
む
。
店
内
は
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
を
使
っ
た
手
製
テ
ン
ト
で
隔

離
さ
れ
て
い
て
一
瞬
た
じ
ろ
ぐ

が
、
店
員
は
い
た
っ
て
フ
レ
ン

ド
リ
ー
。

■ Rio Bravo Tacos & 
Tequila 

メ
キ
シ
カ
ン

296 Colum
bus Ave. 

Tuckahoe 914-361-1515
1879 Palm

er Ave. 
Larchmont 914-341-1547

月
〜
木11:00

〜22:00

・
金

土 11:00

〜23:00

ク
レ
ス
ト
ウ
ッ
ド
と
ラ
ー
チ
モ

ン
ト
に
店
を
構
え
る
メ
キ
シ
コ

料
理
店
で
、
ど
ち
ら
も
駅
か
ら

近
い
。
店
名
に
な
っ
て
い
る
タ

コ
ス
は
ビ
ー
フ
、
ポ
ー
ク
、
チ

キ
ン
を
は
じ
め
天
ぷ
ら
フ
ィ
ッ

シ
ュ
、
カ
ラ
マ
リ
、
コ
リ
ア
ン

シ
ョ
ー
ト
リ
ブ
な
ど
11
種
あ

り
、
選
ぶ
の
が
大
変
︵
14
〜
16

ド
ル
︶。
い
ず
れ
も
タ
コ
ス
２

つ
と
ラ
イ
ス
、
サ
ラ
ダ
、
コ
ー

ル
ス
ロ
ー
、
豆
の
ス
ー
プ
煮
、

ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
チ
ッ
プ
ス
山
盛

り
と
サ
ル
サ
が
つ
い
て
感
動
的

な
ボ
リ
ュ
ー
ム
だ
。
サ
イ
ド
オ

ー
ダ
ー
の
ワ
カ
モ
ー
レ
も
忘
れ

ず
に
。
以
下
、
メ
キ
シ
コ
の
主

食
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
を
使
っ
た
料

理
の
違
い
を
簡
単
に
紹
介
。
二

つ
折
り
に
し
た
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ

に
具
材
を
挟
ん
だ
も
の
が
タ
コ

ス
、
具
材
を
巻
い
た
の
が
エ
ン

チ
ラ
ー
ダ
、
自
分
で
挟
ん
だ
り

巻
い
た
り
し
て
食
べ
る
の
が
フ

ァ
ヒ
ー
タ
、
チ
ー
ズ
と
具
材
を

挟
ん
で
グ
リ
ル
し
た
の
が
ケ
サ

デ
ィ
ー
ヤ
。

■Trattoria Vivolo 

イ
タ
リ

ア
ン

301 Halstead Ave. Harrison
914-835-6199

水
〜
日16:00

〜20:30 

月
火

定
休

www.trattoriavivolo.com/

　

ハ
リ
ソ
ン
駅
の
真
ん
前
に
あ

る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
。

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
ヴ
ィ
ヴ
ォ

ロ
さ
ん
の
父
親
も
ラ
ー
チ
モ
ン

ト
に
店
を
構
え
て
い
た
シ
ェ

フ
で
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
︵C

ulinary 
Institute of A

m
erica

︶
を

卒
業
し
た
ヴ
ィ
ヴ
ォ
ロ
さ
ん
が

最
初
に
修
行
を
始
め
た
の
は
父

親
の
店
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
や
イ

タ
リ
ア
で
修
行
を
重
ね
た
後
、

２
０
０
１
年
に
ハ
リ
ソ
ン
駅
前

に
建
つ
１
９
５
０
年
代
の
ダ
イ

ナ
ー
の
建
物
を
改
築
し
て
自
身

の
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
素
材

の
味
を
活
か
し
た
シ
ン
プ
ル
な

料
理
と
ワ
イ
ン
リ
ス
ト
の
豊
富

さ
で
定
評
が
あ
る
。
現
在
は
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
と
デ
リ
バ
リ
ー
用

に
メ
ニ
ュ
ー
を
絞
っ
て
デ
ィ
ナ

ー
タ
イ
ム
の
み
営
業
し
て
い

る
。
パ
ス
タ
は
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

と
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
の
ベ

ラ
・
ナ
ポ
リ
、
ナ
ス
と
パ
ン
チ

ェ
ッ
タ
︵
豚
バ
ラ
肉
の
塩
漬

け
︶
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
の
シ
シ
リ

ア
ー
ナ
、
ボ
ロ
ネ
ー
ゼ
な
ど
５

種
類
、
メ
イ
ン
料
理
は
カ
レ
ー

風
味
の
チ
キ
ン
、
ヒ
ラ
メ
の
ソ

テ
ー
、ミ
ラ
ノ
風
チ
キ
ン
な
ど
。

カ
ノ
ー
リ
や
テ
ィ
ラ
ミ
ス
な
ど

デ
ザ
ー
ト
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
あ

り
。
支
払
い
は
電
話
で
注
文
時

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
す
る

か
、
料
理
の
受
け
渡
し
時
に
現

金
で
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
場
合

は
店
に
到
着
し
た
ら
電
話
を
か

け
る
と
、
外
へ
持
っ
て
来
て
く

れ
る
。

デ
リ
バ
リ
ー
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で

地
元
レ
ス
ト
ラ
ン
を
応
援
！

Candlelight Inn

Spice Village

Bravo Peru Takeout

D Thai Kitchen 

Trattoria Vivolo

Rio Bravo Tacos &Tequila 

 Lefteris Gyro

http://www.lefterisgyro.com/
http://www.lefterisgyro.com/
http://www.lefterisgyro.com/
http://www.spicevillagetuckahoe.com
http://www.dthaikichenthornwoodny.com/
http://www.trattoriavivolo.com/
http://www.trattoriavivolo.com/
http://www.trattoriavivolo.com/
http://www.ojfd.com
http://www.jwsnj.org/
mailto:infogreenwichkokusai.org
http://www.kodomony.org
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前
回
3
月
の
コ
ラ
ム
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
介
護
福
祉

事
業
所
の
緊
急
対
応
に
つ
い

て
、
厚
労
省
も
指
示
を
出
し
て

い
な
い
、
経
営
者
に
任
さ
れ
た

﹁
グ
レ
ー
な
時
点
で
判
断
﹂
は

は
今
で
も
ま
だ
続
い
て
い
ま

す
。
国
や
行
政
は
﹁
自
粛
せ
よ
。

け
ど
補
償
は
し
な
い
﹂
と
言
い

ま
す
。
も
う
４
月
。
誰
が
こ
ん

な
長
期
戦
を
想
像
し
て
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
私
も
3
月
末
ま

で
に
は
マ
ス
ク
不
足
も
解
消
さ

れ
、
暖
か
く
な
っ
た
市
民
は
啓

蟄
の
ご
と
く
家
か
ら
も
っ
こ
り

出
て
、
満
開
桜
の
下
﹁
あ
ん
な

こ
と
も
あ
っ
た
ね
﹂
と
酒
を
酌

み
交
わ
す
。
そ
ん
な
日
本
を
当

然
の
景
色
と
し
て
描
い
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
が
ま
さ
か
の
夢

に
な
っ
て
し
ま
う
と
は
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
も
大
変
な
こ
と
に
な

っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

大
統
領
に
﹁
戦
時
下
﹂
ま
で
言

わ
せ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
、
過
去

最
大
規
模
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
10
％
強

ま
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
ま
で

組
ま
せ
る
事
態
。
︵
日
本
は
お

肉
券
を
配
布
？
…
夢
だ
と
信
じ

た
い
︶

　

さ
て
、
毎
日
の
報
道
で
も
不

安
を
煽
る
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い

中
、
﹁
自
分
な
ら
ど
う
し
た
ら

い
い
か
﹂
と
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で

き
る
情
報
は
ま
だ
少
な
い
も
の

で
す
。
﹁
と
に
か
く
家
に
い
れ

ば
い
い
﹂
と
し
か
判
断
で
き
な

い
洗
脳
状
態
に
陥
り
が
ち
で

す
。
な
の
で
、
こ
こ
で
介
護
事

業
所
が
利
用
者
の
た
め
、
職
員

の
た
め
、
も
ち
ろ
ん
経
営
の
継

続
の
た
め
に
執
る
べ
き
基
準
を

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
、﹁
沖
縄
県
立
中
部
病

院
感
染
症
内
科
の
高
齢
者
施
設

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
策
﹂
を
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
、
事
業
所
の
状
況
に
応
じ

て
３
つ
の
ト
リ
ア
ー
ジ
に
分
け

て
対
応
す
る
こ
と
が
大
事
と
の

こ
と
で
す
。

︵
１
︶
地
域
で
の
発
生
を
認
め

て
い
な
い
状
況
︵
グ
リ
ー
ン
︶

流
行
状
況
は
限
定
的
で
、
十
分

な
警
戒
が
必
要
で
す
が
、
厳
格

な
制
限
は
求
め
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
面
会
者
に
症
状
確
認
を
求

め
ま
す
が
、
面
会
禁
止
と
は
し

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
職
員
の
健

康
管
理
が
重
要
で
す
。
何
ら
か

の
経
路
で
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込

ま
れ
、
施
設
内
で
の
集
団
発
生

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
症
状

の
あ
る
入
所
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
強
化
し
ま
す
。

︵
２
︶
地
域
で
発
生
し
て
お
り
、

患
者
へ
の
入
院
勧
告
が
行
わ
れ

て
い
る
状
況
︵
イ
エ
ロ
ー
︶

原
則
と
し
て
面
会
禁
止
と
し
、

納
入
業
者
に
よ
る
物
品
の
搬
入

な
ど
も
玄
関
先
で
行
い
ま
す
。

施
設
職
員
は
常
に
マ
ス
ク
着
用

と
し
て
、
症
状
確
認
を
徹
底
し

ま
す
。
入
所
者
が
医
療
機
関
を

受
診
す
る
際
に
は
サ
ー
ジ
カ
ル

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
手
指
衛
生

を
心
が
け
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。
症
状
の
あ
る
入
所
者
へ

の
対
応
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

︵
３
︶
地
域
で
流
行
し
て
お
り
、

患
者
へ
の
入
院
勧
告
が
行
わ
れ

な
い
状
況
︵
レ
ッ
ド
︶

地
域
で
感
染
拡
大
が
進
ん
で
い

る
状
況
で
す
。こ
の
段
階
で
は
、

入
所
者
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た

と
し
て
も
、
軽
症
で
あ
れ
ば
入

院
措
置
と
は
な
ら
ず
、
施
設
に

お
い
て
療
養
継
続
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
感
染

が
疑
わ
れ
る
患
者
に
必
ず
し
も

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
実
施
さ
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
感
染

者
が
医
療
機
関
を
多
数
受
診
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

入
所
者
に
よ
る
不
要
不
急
の
受

診
を
避
け
る
こ
と
も
求
め
て
い

ま
す
。
こ
ま
さ
に
混
乱
期
に
入

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

今
の
報
道
は
全
部
を
い
た
ず
ら

に
日
本
全
体
を(

３)

と
仮
定

し
て
煽
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
こ
の
時
点
を
﹁
ク
ラ

ス
タ
ー
化
﹂
と
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
な
ら
な
い

ま
で
に
、
適
時(

２)

と(

１)

と
行
き
来
す
る
政
治
判
断
、
ま

た
は
経
営
判
断
が
な
さ
れ
て
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
は

(

３)

に
な
ら
な
い
た
め
の
対

応
で
す
か
ら
。

　

い
つ
ま
で
こ
の
事
態
が
続
く

の
か
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の

イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・

ロ
ン
ド
ン
に
拠
点
を
置
く
﹁
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

︵C
O

V
ID

-19

︶
対
応
チ
ー
ム
﹂

報
告
書
に
よ
る
と
﹁
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
体
を
持
つ
人
が

人
口
の
60
％
に
な
れ
ば
流
行
し

な
く
な
る
。
ま
た
は
、
ワ
ク
チ

ン
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
最

短
18
か
月
後
。
そ
れ
ま
で
は
ゆ

っ
く
り
と
医
療
崩
壊
さ
せ
な
い

よ
う
に
﹁
社
会
隔
離
の
継
続
﹂

＝
﹁
密
閉
﹂﹁
密
集
﹂﹁
密
接
﹂

の
﹁
３
密
﹂
を
し
な
い
こ
と
と

報
告
が
あ
が
り
ま
し
た
。
も
う

開
き
直
っ
て
、
こ
の
事
態
も
含

め
て
生
活
だ
、
生
き
方
だ
と
割

り
切
る
こ
と
も
人
生
か
も
し
れ

な
い
で
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
︵
介
護
甲
子
園
︶

理
事 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

高
齢
者
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

今
年
の
３
月
６
日
予
定
だ
っ

た
ハ
ワ
イ
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

﹁
２
０
２
０
年
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
回
避
の
た
め

中
止
で
す
。15
年
連
続
の
出
演
・

出
展
の
予
定
や
カ
ラ
カ
ウ
ワ
通

り
で
の
チ
ー
ム
パ
レ
ー
ド
に
加

え
、
ア
ラ
モ
ア
ナ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
も
キ
ャ
ン

セ
ル
で
す
。

　

ホ
ノ
フ
ェ
は
初
参
加
か
ら
数

年
し
て
当
時
の
リ
ン
ダ
ハ
ワ
イ

州
知
事
の
意
向
で
中
国
か
ら
個

人
の
来
賓
客
を
招
聘
し
て
頂
き

た
い
と
浅
沼
事
務
局
長
か
ら
依

頼
を
受
け
ま
す
。
そ
の
頃
の
中

国
で
は
団
体
ツ
ア
ー
が
主
流
で

個
人
は
特
別
な
審
査
が
必
要
で

す
。
ハ
ワ
イ
に
も
中
国
か
ら
の

個
人
観
光
客
を
誘
致
す
る
意
味

も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は

知
人
で
上
海
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

ヤ
オ
ミ
ン
さ
ん
を
私
が
ス
ポ
ン

サ
ー
と
し
て
招
待
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。
ヤ
オ
ミ
ン
さ
ん
も
中

国
政
府
側
と
の
面
接
や
預
金
通

帳
を
開
示
し
た
り
で
大
変
で

す
。
知
事
公
邸
で
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
昼

食
会
は
ハ
ワ
イ
の
知
事
、
ホ
ノ

ル
ル
市
長
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

領
事
、
米
国
上
院
議
員
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
、
韓
国
、

台
湾
を
含
む
13
地
域
や
国
の
政

府
高
官
等
が
出
席
し
ま
す
。
私

は
そ
の
公
邸
で
州
知
事
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
後

に
は
ハ
ワ
イ
か
ら
の
要
請
も
あ

り
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の

 

梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

㉗

ホ
ノ
フ
ェ
が
中
止
に

産
地
で
あ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
駐
日

全
権
大
使
の
パ
ト
リ
シ
ア
さ
ん

と
娘
さ
ん
も
ハ
ワ
イ
州
知
事
公

邸
に
招
き
ま
す
。
パ
ト
リ
シ
ア

大
使
は
当
初
母
国
が
環
太
平
洋

︵
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
︶
地
域

と
の
意
識
は
な
く
て
、
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
に
新
潟
県
の
長
岡
市

が
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉
妹
都
市
を

結
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
最
終
日

に
長
岡
花
火
が
ワ
イ
キ
キ
の
夜

を
飾
り
ま
す
。
大
林
延
彦
映
画

監
督
が
音
楽
担
当
し
花
火
師
は

加
山
雄
三
さ
ん
の
長
男
の
池
畑

氏
で
す
。
そ
の
長
岡
花
火
大
会

に
長
岡
市
国
際
課
か
ら
誘
わ
れ

ま
す
。
私
は
パ
ト
リ
シ
ア
さ
ん

と
娘
さ
ん
を
お
誘
い
し
私
の
長

女
の
理
奈
子
も
同
席
し
ま
す
。

前
夜
祭
の
日
に
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
浅
沼
事
務
局
長
と

パ
ト
リ
シ
ア
大
使
と
の
昼
食

会
を
設
定
し
ま
す
。
そ
し
て
夜

の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
花
火
師
の

池
畑
氏
と
父
上
の
加
山
雄
三
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私

は
い
き
な
り
﹁
加
山
さ
ん
！
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の
加
山
さ

ん
の
シ
ョ
ー
は
人
気
が
凄
か
っ

た
ら
し
い
で
す
ね
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
も
聞
き
ま
し
た
よ
﹂
と

お
声
掛
け
ま
す
。
加
山
雄
三
さ

ん
は
初
対
面
で
も
気
さ
く
に
応

じ
て
頂
き
ま
し
た
。
さ
す
が
に

私
が
子
供
の
頃
の
大
ス
タ
ー
若

大
将
と
話
す
の
に
は
心
も
踊
り

ま
す
。
そ
し
て
パ
ト
リ
シ
ア
大

使
親
子
と
私
達
は
ハ
ワ
イ
へ
訪

問
し
ま
す
。
そ
の
頃
に
は
日
本

で
も
沖
縄
か
ら
北
海
道
の
全
国

各
地
で
﹁
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
コ
ロ
ン
ビ
ア
＆
日
本
友
好

展
﹂
を
催
し
ま
す
。
パ
ト
リ
シ

ア
大
使
の
父
上
は
30
年
間
﹁
世

界
珈
琲
豆
協
会
会
長
﹂
で
す
。

現
職
大
統
領
も
元
部
下
で
す
。

大
使
本
人
も
国
の
代
議
士
か
ら

コ
ロ
ン
ビ
ア
国
の
銀
行
総
裁
の

経
歴
で
本
来
な
ら
ば
大
統
領
に

な
る
人
だ
っ
た
と
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
の
名
門
ブ
ラ
ン
ド

メ
ー
カ
ー
の
社
長
で
あ
り
大
使

の
弟
カ
ル
デ
ィ
ナ
ス
氏
か
ら
聞

き
ま
す
。
お
兄
さ
ん
は
コ
ロ
ン

ビ
ア
国
の
現
職
大
臣
で
す
。
後

に
国
賓
扱
い
で
私
達
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
10
名
が
訪
問
し
た

時
に
こ
の
兄
弟
や
父
親
が
い
か

に
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
の
最
高
レ
ベ

ル
の
要
人
か
を
知
ら
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
の
現
職

の
サ
ン
ト
ス
大
統
領
が
帝
国
ホ

テ
ル
東
京
に
見
え
ま
す
。
そ
の

歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
に
私
と
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
普
及
の
功

労
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
上
村
良
子
さ

ん
が
食
事
会
に
招
待
さ
れ
大
統

領
に
謁
見
し
ま
す
。
そ
の
際
に

特
別
に
御
一
緒
に
写
真
を
撮
影

し
て
頂
き
ま
す
。
私
の
頼
み
を

上
村
良
子
さ
ん
が
す
か
さ
ず
に

大
統
領
の
奥
さ
ま
に
頼
み
瞬
時

に
奥
様
か
ら
大
統
領
が
受
け
て

く
れ
ま
し
た
。
民
間
人
は
自
由

気
ま
ま
で
す
。
ま
さ
に
私
に
は

価
値
あ
る
自
己
満
足
な
庶
民
外

交
の
極
み
で
す
。
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
の
風
が
吹
き
ま

す
。 

︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
︶

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://online.citi.com/US/JRS/portal/template_lo.do?ID=mortgage_home_lo&client_type=LO&client_id=685473
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朝
霧
の
様
な
大
気
汚
染
を
か

き
分
け
、
デ
リ
ー
の
空
に
上
昇

し
た
プ
ロ
ペ
ラ
機
は
、
北
に
向

か
っ
て
４
８
５
キ
ロ
、
約
１
時

間
半
で
ヒ
マ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ

シ
ュ
州
、
ダ
ラ
ム
サ
ラ
の
空
港

︵
ガ
ガ
ー
ル
︶
に
到
着
し
た
。

頂
に
雪
が
積
も
っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
と
青
空
に
し
ば
し
見
と
れ

る
。
イ
ン
ド
の
空
港
や
駅
に
は

必
ず
集
ま
っ
て
い
る
客
引
き
と

の
面
倒
な
交
渉
を
避
け
る
た

め
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
タ
ク
シ

ー
手
配
を
頼
ん
で
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
小
さ
な
空
港
ビ
ル
を
出

る
と
そ
こ
に
は
迎
え
の
運
転
手

さ
ん
を
含
む
5
人
が
静
か
に
佇

ん
で
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
客

引
き
の
姿
は
見
あ
た
ら
な
い
ダ

ラ
ム
サ
ラ
は
イ
ン
ド
っ
ぽ
く
な

い
街
だ
。

　

ダ
ラ
ム
サ
ラ
に
は
、
チ
ベ
ッ

ト
亡
命
政
権
の
各
省
庁
の
ほ

か
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
14
世
の
住
ま

い
や
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル
ク

派
の
ナ
ム
ギ
ャ
ル
寺
院
が
あ

る
。
観
光
エ
リ
ア
の
マ
ク
ロ
ー

ド
ガ
ン
ジ
は
５
０
０
件
以
上
の

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
カ
フ

ェ
、
イ
ン
ド
料
理
屋
、
チ
ベ
ッ

ト
料
理
屋
、
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、

仏
具
屋
、
各
種
屋
台
な
ど
が
ひ

し
め
き
合
っ
て
い
る
ナ
ム
ギ
ャ

ル
寺
院
の
門
前
町
。
そ
こ
へ
私

は
毎
日
通
い
、
毎
日
モ
モ
︵
チ

ベ
ッ
ト
餃
子
︶
を
食
べ
た
。
約

１
万
年
前
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で

始
ま
っ
た
小
麦
栽
培
、
餃
子
風

小
麦
粉
料
理
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
通
っ
て
周
辺
地
域
に
広
ま
っ

た
そ
う
だ
。
も
ち
も
ち
し
て
皮

に
も
旨
み
の
あ
る
モ
モ
は
悠
久

の
歴
史
の
味
が
す
る
。

　　

１
２
７
段
、
こ
れ
は
私
の
泊

ま
っ
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
階
段

の
数
だ
。
マ
ク
ロ
ー
ド
ガ
ン
ジ

か
ら
山
道
を
登
っ
た
、
そ
の
ま

た
上
に
あ
る
ア
ッ
パ
ー
ダ
ラ
ム

コ
ー
ト
と
言
う
地
域
。
厳
粛
な

ヒ
ン
ズ
ー
家
庭
で
育
っ
た
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
の
30
代
の
オ
ー
ナ
ー

は
、
昔
ヒ
ン
ズ
ー
教
に
つ
い
て

疑
問
を
感
じ
て
い
た
が
、
父
親

に
﹁
ヒ
ン
ズ
ー
の
教
え
に
不
合

理
な
事
は
あ
る
か
い
？
﹂
と
聞

か
れ
た
事
を
き
っ
か
け
に
、
ヒ

ン
ズ
ー
を
宗
教
で
は
な
く
科
学

と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。﹁
花

嫁
の
頭
に
赤
い
粉
︵
シ
ン
ド
ゥ

ー
ル
︶
を
塗
る
の
は
呪
い
で
は

な
い
。
あ
の
粉
に
は
微
量
の
水

銀
が
含
ま
れ
て
い
て
、
結
婚
に

よ
っ
て
生
活
が
一
変
し
、
精
神

的
に
不
安
定
に
な
る
花
嫁
の
気

持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
為
な
の

で
す
﹂。﹁
花
嫁
の
両
足
の
第
２

指
に
銀
の
リ
ン
グ
を
す
る
の
に

も
科
学
的
な
意
味
が
あ
り
ま

す
。
指
圧
の
ツ
ボ
を
ご
存
知
で

す
ね
。
足
の
第
２
指
の
ツ
ボ
を

刺
激
す
る
と
子
宮
を
健
康
に
し

ま
す
﹂。
そ
こ
か
ら
話
し
は
紀

元
前
１
０
０
０
年
以
前
に
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
た
ヴ

ェ
ー
ダ
︵
バ
ラ
モ
ン
教
と
ヒ
ン

ズ
ー
教
の
経
典
︶
に
な
り
、
12

世
紀
後
半
に
イ
ン
ド
を
侵
略
し

た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
ナ
ー
ラ
ン

ダ
大
学
︵
２
０
１
６
年
に
遺
跡

は
世
界
遺
産
︶
の
図
書
館
に
火

を
放
ち
、
仏
教
書
を
始
め
と
す

る
９
０
０
万
冊
以
上
を
燃
や
し

て
し
ま
っ
た
悲
劇
に

つ
い
て
、
ヴ
ェ
ー
ダ

が
口
伝
に
よ
る
伝
承

だ
っ
た
事
が
幸
い
と

語
っ
た
。
そ
し
て
唐

突
に
チ
ベ
ッ
ト
︵
現

チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
︶

は
昔
イ
ン
ド
だ
っ
た

と
言
っ
た
。﹁
チ
ベ

ッ
ト
に
あ
る
カ
イ
ラ

ス
山
は
シ
バ
神
の
山

な
の
で
す
。
今
ま
で

誰
も
登
頂
に
成
功
し

た
人
は
い
な
い
。
ど

ん
な
に
晴
天
の
日
で

も
突
然
嵐
に
な
る
の

で
す
か
ら
﹂。

　

猿
に
そ
っ
と
足
首
を
つ
か
ま

れ
た
人
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い

と
思
う
。
私
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

瞑
想
セ
ン
タ
ー
で
朝
１
時
間
瞑

想
し
た
帰
り
道
、
眼
下
に
山
々

と
遠
く
に
桃
源
郷
を
彷
彿
と
さ

せ
る
集
落
を
見
な
が
ら
、
部
屋

に
向
か
っ
て
山
道
を
上
っ
て
い

た
。
す
る
と
足
首
に
フ
ワ
リ
と

し
た
感
触
が
あ
っ
た
。﹁
猫
？

か
な
﹂、
昔
飼
っ
て
い
た
猫
が

す
り
寄
っ
て
私
の
足
に
し
っ
ぽ

を
か
ら
ま
せ
た
時
の
感
じ
に
似

て
い
た
。﹁
で
も
違
う
な
﹂
と

思
っ
て
振
り
返
っ
た
ら
猿
だ
っ

た
。
可
愛
い
子
猿
が
見
上
げ
て

い
た
。
猿
っ
て
こ
ん
な
に
も
愛

お
し
い
生
き
物
だ
っ
た
の
か
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
街
中
で
猿
が

集
団
で
あ
ば
れ
て
い
る
事
が
あ

り
、
そ
ん
な
時
は
イ
ン
ド
人
で

も
避
け
て
通
る
く
ら
い
な
の

に
。
さ
て
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

瞑
想
セ
ン
タ
ー
で
は
10
日
間
の

サ
イ
レ
ン
ト
・
リ
ト
リ
ー
ト
を

年
間
を
通
し
て
行
っ
て
お
り
、

世
界
中
か
ら
参
加
希
望
者
が

早
々
に
予
約
を
す
る
そ
う
。
こ

の
施
設
の
入
り
口
付
近
に
チ
ャ

イ
屋
さ
ん
の
小
屋
が
あ
り
、
何

度
か
立
ち
寄
っ
た
。
粗
末
な
鍋

で
誠
実
に
入
れ
て
く
れ
る
1
杯

15
セ
ン
ト
の
チ
ャ
イ
は
美
味
し

い
。

　

ラ
ン
チ
か
ら
の
戻
り
が
遅
い

ド
ク
タ
ー
を
、
メ
ン
・
ツ
ィ
ー
・

カ
ン
で
待
っ
て
い
た
。
こ
こ
は

ダ
ラ
イ
ラ
マ
法
王
14
世
の
元
侍

医
イ
ェ
シ
・
ド
ン
デ
ン
先
生
が

設
立
し
た
チ
ベ
ッ
ト
医
学
・
暦

法
学
研
究
所
。
マ
フ
ラ
ー
音
を

響
か
せ
た
一
台
の
バ
イ
ク
が
研

究
所
の
前
に
止
り
、
階
段
を
駆

け
上
る
靴
音
が
し
て
、
頬
を
染

め
た
若
い
女
医
さ
ん
が
入
り
口

に
立
っ
た
。
脈
診
を
受
け
る
た

め
に
診
察
室
に
入
り
右
手
を
差

し
出
す
と
、
ど
こ
か
う
わ
の
空

の
女
医
さ
ん
の
指
が
私
の
脈
に

触
れ
る
。﹁
良
い
わ
よ
﹂
と
女

医
さ
ん
。
こ
の
脈
診
に
よ
り
薬

草
湯
に
浸
か
る
許
可
を
得
た
。

チ
ベ
ッ
ト
式
巻
き
ス
カ
ー
ト
を

纏
っ
た
妙
齢
の
女
性
が
、
薬
草

湯
の
部
屋
に
私
を
案
内
し
た
。

湯
船
に
準
備
さ
れ
た
、
関
節
痛

や
乾
燥
肌
に
効
く
と
い
う
茶
色

の
熱
い
湯
に
つ
か
る
。
横
に
は

妙
齢
の
彼
女
が
い
て
、
お
茶
を

入
れ
て
く
れ
た
り
、
湯
船
の
カ

バ
ー
を
ず
ら
し
た
り
し
て
く
れ

る
。
彼
女
が
窓
の
方
に
身
体
を

向
け
て
﹁
ふ
ー
っ
﹂
と
軽
く
息

を
は
い
た
。
す
る
と
閉
切
っ
た

部
屋
に
風
が
吹
い
た
。
涼
し
い

風
が
ス
ー
ッ
と
私
を
包
み
、
汗

を
か
い
た
顔
を
サ
ッ
と
撫
で

た
。﹁
え
っ
？
い
ま
何
か
し
ま

し
た
か
？
﹂
と
私
。﹁
は
い
﹂

と
彼
女
。﹁
何
か
し
た
の
で
す

か
﹂
と
繰
り
返
す
私
。﹁
は
い
﹂

と
彼
女
。
優
し
さ
と
厳
し
さ
が

混
ざ
り
合
っ
た
彼
女
の
声
の
せ

い
だ
ろ
う
か
、
私
は
そ
の
と
き

の
風
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
な

い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

人
間
は
本
来
誰
で
も
風
を
吹
か

す
事
が
出
来
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
閉
じ
た
ま
ま
の
窓
の
向
こ

う
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
威
風
堂
々

と
そ
び
え
て
い
た
。

︵
山
本
麻
友
美
︶

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
中
心
地
、
亡
命
政
府
の
あ
る
町

イ
ン
ド
・
ダ
ラ
ム
サ
ラ
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メ
ル
ボ
ル
ン
に
あ
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
ン
ス
ポ
ー
ツ
博

物

館
︵A

ustralian Sports 
M

useum

︶
を
見
学
し
て
き

ま
し
た
。
同
館
は
１
９
５
６
年

の
メ
ル
ボ
ル
ン
・
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
会
場
で
も
あ
っ
た
メ

ル
ボ
ル
ン
・
ク
リ
ケ
ッ
ト
競

技
場
内
に
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
を
専
門
と

す
る
博
物
館
で
す
。
同
館
の

前
身
は
１
９
８
６
年
11
月
22

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
博

物

館
︵A

ustralian G
allery 

of Sport an
d O

ly
m

pic 
M

useum

︶

で
、

そ

の

後

２
０
０
３
年
10
月
に
閉
館
と
な

り
、
２
０
０
８
年
3
月
に
現

在
の
場
所
に
国
立
ス
ポ
ー
ツ

博

物

館
︵N

ational Sports 
M

useum

︶
と
し
て
開
館
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
１
９

年
8
月
に
い
っ
た
ん
閉
館
し
、

１
７
１
０
万
ド
ル
か
け
て
改
修

を
行
い
、
今
年
２
月
に
現
在
の

館
名
に
改
称
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
・
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で

す
。
館
内
に
は
メ
ル
ボ
ル
ン
・

ク
リ
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
博
物
館
も

併
設
さ
れ
て
お
り
、
大
き
く
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
︵Sporting 

N
ation

︶、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ク
リ
ケ
ッ

ト
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ス
ポ

ー
ツ
の
殿
堂
、
競
馬
︵H

orse 
Racing

︶、
そ
し
て
体
験
コ
ー

ナ
ー
︵G

em
e O

n

︶
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
競
馬
博
物
館
は
、

も
と
は
別
の
施
設
で
し
た
が
、

２
０
０
８
年
に
併
合
さ
れ
ま
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
で
、
も
っ
と
も
人
気

が
あ
る
の
は
Ａ
Ｆ
Ｌ
︵
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ン
・
ル
ー
ル
・
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
︶
で
、
次
い
で
競
馬

と
ク
リ
ケ
ッ
ト
な
の
だ
そ
う
で

す
。
特
に
ク
リ
ケ
ッ
ト
は
、
イ

ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
、
西
イ

ン
ド
諸
島
な
ど
の
英
連
邦
諸
国

を
中
心
に
大
人
気
で
、
世
界
の

競
技
人
口
は
サ
ッ
カ
ー
に
次
い

で
第
２
位
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
展
示
は
、

残
念
な
が
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

選
手
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
館
内
の
展
示
に
は
、

い
く
つ
か
の
展
示
ケ
ー
ス
の
前

に
モ
ニ
タ
ー
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
質
問
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
写
真
に
あ

る
入
館
の
際
に
渡
さ
れ
た
リ

ス
ト
バ
ン
ド
で
２
つ
の
回
答

の
ど
ち
ら
か
を
択
ん
で
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の

来
館
者
の
回
答
割
合
が
出
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、﹁T

im
e for M

elbourne 
to have another crack at 
hosting the G

am
e?

︵
メ
ル

ボ
ル
ン
で
も
う
一
度
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
開
催
す
る
べ
き
と
思

い
ま
す
か
？
︶﹂
と
い
う
問
い

に
対
し
、
モ
ニ
タ
ー
の
左
に

﹁A
bsolutely, it has been 

ages

︵
も
ち
ろ
ん
、
開
催
す

べ
き
だ
︶﹂、
右
に
﹁N

o w
ay, 

once is enough

︵
い
い
え
、

1
回
で
十
分
で
す
︶﹂
と
表
示

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
回
答
を

択
ぶ
と
ス
コ
ア
が
表
示
さ
れ
、

５
７
９
人
中
、
左
が
80
％
、
右

が
20
％
の
回
答
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
他
に
も
、﹁
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
チ
ー
ム
を
作
る
と

し
た
ら
、
金
メ
ダ
ル
の
み
を
目

指
す
か
、
参
加
す
る
こ
と
が
重

要
か
﹂﹁
あ
な
た
は
何
か
の
ス

ポ
ー
ツ
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
獲
得

し
た
こ
と
が
あ
る
か
﹂
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
用
意
さ
れ

て
お
り
、
し
か
も
登
録
し
て
お

け
ば
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
自

分
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
実
際
に
自
分
が
ジ
ャ
ン

プ
し
た
り
、
シ
ュ
ー
ト
し
た
り

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
映
像
コ
ー
ナ
ー

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

︵
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
︶

オーストラリアン
スポーツ博物館

http://jweeklyusa.com
mailto:meiseimotors@aol.com
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 BOOKS
　

ロ
ー
ラ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ

う
な
ス
ピ
ー
ド
感
で
最
初
か
ら

最
後
ま
で
駆
け
抜
け
る
パ
ニ
ッ

ク
コ
メ
デ
ィ
小
説
﹁
ド
ミ
ノ
﹂

が
出
版
さ
れ
て
か
ら
約
20
年
、

さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
か

え
っ
て
き
た
。
今
回
の
舞
台
は

世
界
で
も
屈
指
の
金
融
都
市
、

上
海
。
繁
華
街
に
あ
る
一
流
ホ

テ
ル
﹁
青
龍
飯
店
﹂
で
25
人
と

３
匹
が
入
り
乱
れ
る
。

　

著
者
は
１
９
９
２
年
、
後
に

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
も
さ
れ
た

﹁
六
番
目
の
小
夜
子
﹂
で
デ
ビ

ュ
ー
。
２
０
０
５
年
に
﹁
夜
の

ピ
ク
ニ
ッ
ク
﹂
で
第
26
回
吉
川

英
治
文
学
新
人
賞
、
第
２
回
本

屋
大
賞
受
賞
。
ま
た
、06
年﹁
ユ

ー
ジ
ニ
ア
﹂
で
第
59
回
日
本
推

理
作
家
協
会
賞
長
編
及
び
連
作

短
編
集
部
門
賞
受
賞
し
、
07
年

に
は
﹁
中
庭
の
出
来
事
﹂
で
第

20
回
山
本
周
五
郎
賞
受
賞
。
さ

ら
に
、
17
年
﹁
蜜
蜂
と
遠
雷
﹂

で
第
１
５
６
回
直
木
三
十
五

賞
、
第
14
回
本
屋
大
賞
受
賞
し

た
人
気
、
実
力
と
も
に
折
り
紙

付
き
の
作
家
だ
。

　

本
書
は
﹁
私
に
と
っ
て
も
ラ

ッ
キ
ー
な
作
品
、
読
ん
だ
あ
な

た
の
開
運
を
お
祈
り
し
ま
す
﹂

と
著
者
が
語
る
、
圧
巻
の
ド
タ

バ
タ
群
像
劇
だ
。
イ
グ
ア
ナ
が

一
流
料
理
人
に
よ
り
調
理
さ
れ

ホ
ラ
ー
映
画
の
巨
匠
が
嗚
咽

し
、
革
ジ
ャ
ン
の
美
青
年
が
世

界
的
有
名
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン

店
で
オ
ー
ダ
ー
を
す
る
と
盗
賊

団
が
上
海
に
押
し
寄
せ
、
一
瞬

で
10
万
ド
ル
が
吹
き
飛
び
、
風

水
師
が
二
色
に
塗
り
分
け
ら
れ

神
社
の
神
官
の
娘
と
共
同
戦
線

を
張
る
。
改
造
し
た
バ
イ
ク
が

渋
滞
の
中
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
を

し
な
が
ら
爆
速
で
す
り
ぬ
け
て

寿
司
を
配
達
し
、
イ
ケ
メ
ン
警

察
署
長
が
自
慢
の
白
い
歯
と
ロ

レ
ッ
ク
ス
を
チ
ラ
つ
か
せ
な
が

ら
街
を
独
走
。
甘
党
の
柔
道
有

段
者
が
老
齢
の
現
代
美
術
家
を

探
し
回
り
、
青
年
が
霊
感
に
覚

醒
し
た
と
き
、
脱
走
し
た
パ
ン

ダ
が
咆
哮
し
、
幻
の
至
宝
﹁
蝙

蝠
︵
こ
う
も
り
︶﹂
の
争
奪
戦

が
始
ま
る
。

　

著
者
の
幼
少
期
の
一
人
で
の

過
ご
し
方
は
読
書
。
少
女
漫
画

や
少
年
漫
画
、
小
説
ま
で
片
っ

端
か
ら
読
み
あ
さ
っ
た
と
い
う

豊
富
な
読
書
体
験
で
培
っ
た
表

現
力
で
、
上
海
を
駆
け
回
る
25

人
と
３
匹
の
総
勢
28
役
の
登
場

人
物
た
ち
が
個
性
的
に
書
き
分

け
ら
れ
て
い
る
。
日
を
跨
い
で

も
誰
が
誰
だ
か
わ
か
ら
な
く
な

る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
読
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
小
説
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス

書
ま
で
、
年
間
３
０
０
冊
を
読

破
す
る
著
者
。
多
岐
に
わ
た
る

ジ
ャ
ン
ル
の
本
か
ら
得
た
知
識

を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
よ

う
な
本
書
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
パ
ロ
デ
ィ
が
散
り
ば
め
ら
れ

て
い
て
面
白
お
か
し
く
読
め
る

だ
け
で
な
く
、
世
界
情
勢
や
上

海
事
情
な
ど
が
絶
妙
に
織
り
込

ま
れ
て
い
て
、
世
界
観
が
よ
り

真
実
味
を
帯
び
て
違
和
感
な
く

読
み
進
め
ら
れ
る
。
５
５
０
ペ

ー
ジ
を
超
え
る
大
容
量
な
の

に
、
個
々
の
登
場
人
物
が
終
盤

に
向
け
て
収
束
し
て
い
く
流
れ

を
追
う
の
に
夢
中
で
厚
み
を
感

じ
さ
せ
な
い
。
特
に
魅
力
的
な

の
は
ア
ウ
ト
ロ
ー
な
パ
ン
ダ

だ
。
ド
ミ
ノ
が
全
て
倒
れ
た
時

の
よ
う
な
爽
快
感
を
読
後
に
味

わ
え
る
の
も
魅
力
の
ひ
と
つ

だ
。

　

前
作
﹁
ド
ミ
ノ
﹂
の
登
場
人

物
も
多
く
、
そ
ち
ら
を
先
に
読

む
と
さ
ら
に
楽
し
め
る
だ
ろ
う

が
、
知
ら
な
く
て
も
物
語
が
繋

が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
問
題
な
い
。
し
か
し
、
新
作

上
海
編
を
読
め
ば
、
前
作
の
東

京
編
も
読
み
た
く
な
る
こ
と
間

違
い
な
し
。
自
宅
待
機
で
書
店

も
一
時
的
に
閉
ま
っ
て
い
て
紙

媒
体
で
の
入
手
は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
ぜ
ひ
家
で
過
ご

す
お
供
に
電
子
書
籍
で
購
入
し

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

                     

︵
西
口
あ
や
︶

 ドタバタ群像コメディ
恩田 陸・著

角川書店・刊

■悪魔の手紙（吉村達也、集英社文庫）「車の中で男が３
人殺されている」という通報を受けた神奈川県警のパト
カーが多摩川沿いの現場に急行。通報から到着まで 90 秒
もたっていない、しかし車内には血の跡が残されているだ
けだった。ヨコハマ自動車のＯＬ探偵団が死体消失のト
リックに挑む会社ミステリー。■なんで僕に聞くんだろ
う。（幡野広志、幻冬舎）独立し結婚、長男が誕生した翌年、
34 歳で多発性骨髄腫を発病した写真家の幡野広志さん。
そんな幡野さんになぜかみんな、人生相談をした。恋の悩
み、病気の悩み、人生の悩み…。ウェブメディア「ケイクス」
で史上最も読まれた連載から 37 コラムを選び、加筆修正
してまとめた。■社会的ひきこもり（斎藤環、ＰＨＰ研究
所）仕事に就かず、外出もせず、時に何年も自分の部屋に
閉じこもったまま過ごす「ひきこもり」の人は、年齢を問
わず全国で増加している。精神科医として治療してきた著
者が、ひきこもりを個人・家族・社会という３つのシステ
ムの関わりの障害による「システムの病理」と捉え、正し
い知識と対処の仕方を解説する。■小鳥、来る（山下澄人、
中央公論新社）夏休みが始まった。勉強ができるまーちゃ
ん、毎日万引をするしらとり兄弟、学年一強い女子のしま
だ、何度も車にはねられるたけし。９歳の「おれ」を主人
公に、笑えるのに切ない子どもたちの夏休みの日常を描く。
大人たちの幼さと子どもたちの賢さが混ざり合う、懐かしさあふれる物語。
■犯罪小説家（雫井脩介、双葉文庫）新鋭作家、待居涼司の出世作『凍て鶴』
の映画化が決まった。監督・脚本に選ばれた奇才・小野川充は、かつて世間
を騒がせた自殺系サイトとその主宰者・木ノ瀬蓮美の「伝説の死」に異常な
こだわりを見せる。登場人物たちの好奇心と恐怖が交錯する心理サスペンス。
■サル化する世界（内田樹、文藝春秋）「今さえよければ、自分さえよければ、
それでいい」と思う人たちを「サル化」と称する思想家、武道家、神戸女学
院大学名誉教授の著者。そんなサル化が進む社会で、ポピュリズム、人口減
少問題、高齢者問題、貧困、AI 時代の教育などを論じ、現代社会の劣化に
歯止めをかけ、共生の道筋を探る。（高田由起子）

■書籍データ / 資料提供・紀伊國屋書店 NY 本店

　

Ｏ
Ｌ
探
偵
団
が
死
体
消
失
の
ト
リ
ッ
ク
に
挑
む
。
が
ん
患
者
が
答
え
る
人
生
相
談
。﹁
ひ
き

こ
も
り
﹂
の
正
し
い
知
識
と
対
処
法
。
お
か
し
く
て
切
な
い
子
供
た
ち
の
夏
休
み
。
好
奇
心

と
恐
怖
が
交
錯
す
る
心
理
サ
ス
ペ
ン
ス
。
現
代
社
会
の
劣
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

著
者
は
心
理
学
、
犬
の
認
知

行
動
学
で
博
士
号
を
持
つ
教

授
。
犬
は
人
間
に
と
っ
て
身
近

な
存
在
で
同
じ
世
界
を
共
有
し

て
い
る
と
考
え
が
ち
だ
が
、
こ

の
本
を
読
む
と
そ
れ
は
大
き

な
間
違
い
だ
と
分
か
る
。
一

番
の
違
い
は
嗅
覚
。
人
間
の

１
０
０
万
倍
か
ら
１
億
倍
の
嗅

覚
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
犬
は
匂

い
の
世
界
で
生
活
を
し
て
い

る
。
犬
の
嗅
覚
を
理
解
す
る
に

は
、
そ
の
感
覚
の
違
い
を
理
解

す
る
こ
と
だ
。
人
間
は
視
点
を

移
す
こ
と
で
違
っ
た
景
色
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
犬
の
嗅

覚
は
違
っ
た
匂
い
を
そ
れ
ぞ
れ

嗅
ぎ
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
犬
の
視
覚
は
光
吸
収

率
に
優
れ
て
い
て
、
人
間
よ
り

も
素
早
く
世
界
を
捕
ら
え
て
い

る
と
い
う
。
ボ
ー
ル
を
追
っ
た

り
、
フ
リ
ス
ビ
ー
を
空
中
で
捕

ら
え
ら
れ
た
り
で
き
る
の
も
そ

の
た
め
だ
。
ま
た
、
人
間
の
表

情
を
素
早
く
読
み
取
る
こ
と
も

で
き
る
。
犬
の
立
場
に
立
っ
て
、

語
ら
れ
る
読
み
や
す
く
興
味
深

い
本
。
︵
秦
隆
司
／
ア
メ
リ
カ

ン
ブ
ッ
ク
ジ
ャ
ム
編
集
長
︶

人
間
と
異
な
る
犬
の
世
界
観

 AMERICAN BOOK JAM
 『Inside of a Dog』

written by
Alexandra Horowitz
Publised by Scribner

https://usa.kinokuniya.com/
https://nymtc.com/
http://www.idocenter.com
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

 　

良
い
香
り
、
清
潔
な
香
り
は

心
に
生
存
へ
の
安
心
感
を
与
え

ま
す
。
こ
の
状
況
下
、
免
疫
力

を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
運

動
、
食
事
、
睡
眠
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
に
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
過
密
し
た
Ｎ

Ｙ
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
多
く

の
時
間
を
過
ご
す
な
か
、
植
物

の
清
潔
な
芳
香
は
同
じ
空
間
に

居
な
が
ら
に
し
て
、
心
安
ら
ぐ

場
所
へ
と
脳
の
認
識
を
変
え
ま

す
。
レ
モ
ン
や
オ
レ
ン
ジ
を
切

っ
た
と
き
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
香

り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
と
き

の
香
り
、
新
鮮
な
ロ
ー
ズ
マ
リ

ー
や
タ
イ
ム
の
香
り
…
、
生
命

力
を
賦
活
さ
せ
る
良
い
香
り
で

す
ね
。
植
物
中
の
芳
香
物
質
は
、

穏
や
か
な
各
種
の
活
性
成
分
を

含
む
た
め
精
油
の
種
類
に
よ
っ

て
抗
菌
、
抗
感
染
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
作
用
も
期

待
で
き
ま
す
。
長
い
間
使
わ
ず

に
し
ま
い
込
ん
で
い
た
精
油
な

ど
利
用
す
る
の
に
良
い
機
会
で

す
。
ど
う
ぞ
楽
し
く
有
効
に
ご

利
用
さ
れ
、
心
身
の
自
己
健
康

管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

精
油
の
利
用
︵
以
下
は
お
す
す

め
で
す
が
お
好
み
の
精
油
を
ど

う
ぞ
︶

●
拭
き
掃
除
：
各
種
精
油

●
消
毒
用
の
ア
ル
コ
ー
ル
溶

液
：
接
触
す
る
も
の
の
消
毒
用

に
は
テ
ィ
ト
リ
ー
な
ど

●
液
体
ソ
ー
プ
：
手
洗
い
用
に

は
テ
ィ
ト
リ
ー, 

テ
ィ
ト
リ
ー

と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ブ
レ
ン
ド
な

ど●
室
内
に
拡
散
：
ユ
ー
カ
リ

系
、
柑
橘
系
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
・

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
カ
モ
ミ
ル
な

ど
ハ
ー
ブ
系
、
パ
イ
ン
・
シ
ー

ダ
ー
な
ど
木
系

●
外
出
時
マ
ス
ク
や
ス
カ
ー
フ

な
ど
に
：
ユ
ー
カ
リ
系

●
う
が
い
：
テ
ィ
ト
リ
ー
、
ニ

ア
ウ
リ
な
ど

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に
て

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品

や
精
油
の
調
合
を
実
施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

39

清
潔
な
香
り

 絵・古舘みどり

乳
が
ん
シ
ン
ポ
オ
ン
ラ
イ
ン
で

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

　

乳
が
ん
に
関
す
る
最
新
情
報

や
早
期
発
見
の
啓
蒙
活
動
を
行

う
非
営
利
団
体
の
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

系
人
会
を
会
場
に
４
月
11
日
に

開
催
を
予
定
し
て
い
た
第
13
回

﹁
日
本
人
乳
が
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
＠
Ｎ
Ｙ
Ｃ
﹂
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
予
防
対
策

と
し
て
会
場
で
の
開
催
を
中
止

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

ラ
イ
ブ
配
信
に
て
開
催
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

開
催
は
４
月
11
日
︵
土
︶
午

後
２
時
︵
東
部
時
間
︶
か
ら
。

視
聴
はZoom

 M
eeting

サ

イ
ト
内
で
行
う
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は 

h
ttps://scran

ton
.zoom

.
us/j/478068424

で
、

ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｄ
﹁478 068 

424

﹂
を
記
入
し
て
参
加
す

る
。
視
聴
方
法
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト
︵http://bcnetw

ork.
org/

︶
か
ら
確
認
で
き
る
。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル 

b
cn

etw
ork

0
1

@
g

m
ail.

com

ま
で
。

　

当
日
は
﹁
乳
が
ん
と
婦
人
科

系
疾
患
：
患
者
の
パ
ワ
ー
が
治

療
を
変
え
る
﹂
を
テ
ー
マ
に
、

テ
キ
サ
ス
大
学
Ｍ
Ｄ
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
が
ん
セ
ン
タ
ー
・
腫
瘍
内

科
の
上
野
直
人
教
授
が
﹁
患
者

の
パ
ワ
ー
が
治
療
を
変
え
る
﹂

﹁
最
新
の
転
移
再
発
乳
が
ん
の

治
療
法
﹂
と
題
し
た
講
演
を
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
病
院
・
婦
人

科
の
常
盤
真
琴
准
教
授
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
婦
人
科
検
診
へ
行

く
た
め
の
手
引
き
を
説
明
す

る
。
さ
ら
に
、
ア
ス
パ
イ
ア
・

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
／
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
代

表
の
リ
ッ
プ
シ
ャ
ッ
ツ
信
元
夏

代
史
を
サ
バ
イ
バ
ー
講
師
に
む

か
え
、﹁
あ
な
た
だ
け
の
ス
ト

ー
リ
ー
を
語
ろ
う
﹂
と
題
し
た

講
演
を
行
う
。
司
会
は
久
下
香

織
子
キ
ャ
ス
タ
ー
。

　

視
聴
は
無
料
。
視
聴
方
法
な

ど
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

http://bcnetw
ork.org 

を

参
照
。
問
い
合
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル 

office@
bcnetw

ork.org 

ま

で
。

4 月 11 日
2PM ライブ

上野直人教授

リップシャツ信元さん

常盤真琴准教授

久下香織子さん

http://bcnetwork.org
http://bcnetwork.org
http://bcnetwork.org
mailto:office@bcnetwork.org
mailto:office@bcnetwork.org
mailto:office@bcnetwork.org
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
https://scranton.zoom.us/j/478068424
http://bcnetwork.org/
https://scranton.zoom.us/j/478068424
https://www.myhappytummyclub.com/
https://www.facebook.com/yukarispayoga/
https://crystalflower.jp
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米
国
で
は
２
月
末
に
非
常
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
、
３
月
末
現

在
Ｎ
Ｙ
州
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
さ

れ
て
い
ま
す
。
学
校
も
４
月
半

ば
ま
で
休
校
で
す
。
こ
ん
な
中

子
供
に
ス
ト
レ
ス
反
応
が
見
ら

れ
て
も
不
思
議
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
供
は
非
常
時
に
親
の
反

応
を
見
て
ど
う
反
応
す
べ
き
か

学
び
ま
す
。
ま
ず
は
落
ち
着
い

て
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
子
供
の
様
子
を
観
察
し
て

下
さ
い
。
主
な
ス
ト
レ
ス
反
応

に
は
①
感
情
的
変
化
︵
落
ち
込

み
、
不
安
、
イ
ラ
イ
ラ
等
︶
②

行
動
的
変
化
︵
感
情
の
爆
発
、

聞
き
分
け
が
悪
く
な
る
、
1
人

で
い
た
が
ら
な
い
、
お
ね
し
ょ

の
再
発
等
退
行
現
象
︶
③
思
考

的
変
化
︵
学
習
や
日
常
で
の
集

中
困
難
や
効
率
低
下
、
極
端
に

悲
観
的
な
考
え
等
︶
④
身
体
的

変
化
︵
体
の
不
調
、
不
眠
、
食

欲
変
化
等
︶
が
あ
り
ま
す
。
ぐ

だ
ぐ
だ
言
う
こ
と
が
増
え
た

り
、
ま
と
わ
り
つ
い
て
く
る
と

つ
い
﹁
い
い
加
減
に
し
て
﹂
と

振
り
払
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
行
動
を
﹁
ス
ト
レ
ス
の

サ
イ
ン
？
﹂
と
思
う
だ
け
で
も

効
果
的
対
応
に
繋
が
り
ま
す
。

安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り
：

▽
親
が
子
ど
も
を
全
力
で
守
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
言
葉
や

行
動
で
伝
え
る
。

▽
﹁
い
い
気
持
ち
﹂
の
増
加
に

気
を
配
る
︵
親
子
の
時
間
や
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
を
増
や
す
、
子
供

の
良
い
面
を
褒
め
る
等
︶
。

▽
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
晒
さ
な

い
。
過
度
な
報
道
は
不
安
を
増

加
さ
せ
る
。
政
府
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
等

の
正
し
い
情
報
に
限
定
し
必
要

な
情
報
を
得
た
ら
ス
イ
ッ
チ
を

切
る
。

▽
普
段
の
生
活
の
リ
ズ
ム
を
キ

ー
プ
す
る
。
決
ま
っ
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
あ
る
と
次
に
何
が
あ

る
か
予
測
が
つ
き
安
心
で
き

る
。
起
床
就
寝
、
学
習
や
ラ
ン

チ
の
時
間
等
、
な
る
べ
く
学
校

が
あ
る
時
と
同
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
心
が
け
る
。
但
し
必
要
に

応
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
学
習
の

期
待
度
を
調
節
す
る
の
も
大

切
。
英
語
力
が
ま
だ
十
分
で
な

い
子
供
が
現
地
校
の
課
題
を
全

て
こ
な
す
の
に
は
無
理
が
あ

る
。
教
師
も
完
璧
に
で
き
る
と

思
っ
て
な
い
の
が
通
常
。
子
供

の
英
語
力
や
無
理
な
く
で
き
る

範
囲
を
知
ら
せ
、
課
題
の
量
を

調
節
し
て
も
ら
う
の
も
大
切
。

▽
子
供
が
友
達
と
テ
レ
ビ
電
話

等
で
つ
な
が
れ
る
時
間
を
設
け

る
。

▽
今
の
生
活
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

面
に
目
を
向
け
る
︵
家
族
で
過

ご
す
時
間
が
増
え
た
、
興
味
が

あ
っ
て
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
す
る
時
間
が
あ
る
等
︶
。

オ
ー
プ
ン
な
話
し
や
す
い
環
境

づ
く
り

▽
ウ
イ
ル
ス
つ
い
て
子
供
の
年

齢
に
即
し
た
説
明
を
す
る
。
事

実
を
簡
潔
に
。
ま
たSocial 

distancing

や
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
が
な
ぜ
必
要
か
説
明
す
る
。

子
供
の
我
慢
や
予
防
行
動
は
、

自
分
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
高

齢
者
や
免
疫
が
弱
い
人
の
命
を

守
る
の
に
つ
な
が
る
。
理
由
が

納
得
で
き
る
と
現
実
を
受
け
入

れ
や
す
く
ス
ト
レ
ス
も
軽
く
な

る
。

▽
質
問
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
準

備
し﹁
い
つ
で
も
親
に
聞
け
る
﹂

と
い
う
雰
囲
気
を
作
る
。﹁
ど

う
し
て
そ
う
思
う
？
﹂
と
聞
き

子
供
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
理

解
、
誤
っ
た
思
い
込
み
が
あ
れ

ば
正
す
。

▽
繰
り
返
し
聞
く
の
は
不
安
の

表
れ
。気
持
ち
を
受
け
止
め﹁
そ

う
怖
い
ね
、
そ
う
感
じ
る
の
は

自
然
だ
よ
﹂
と
受
容
・
共
感
す

る
。
そ
の
上
で
安
心
で
き
る
情

報
を
伝
え
る
︵
効
果
的
な
予
防

法
が
あ
る
、
感
染
し
て
も
高
齢

で
な
く
持
病
が
な
い
人
ほ
と
ん

ど
が
回
復
す
る
︶。
人
の
力
強

さ
・
回
復
力
を
強
調
す
る
。

▽
望
め
ば
何
か
で
き
る
こ
と
を

さ
せ
る
︵
卒
業
式
な
ど
な
く
な

り
会
え
な
か
っ
た
友
や
先
生
に

手
紙
を
書
く
、
命
が
け
で
患
者

を
救
う
医
師
・
看
護
師
に
お
礼

の
カ
ー
ド
を
書
く
等
︶。
子
供

の
自
己
効
力
感
に
つ
な
が
る
。

子
供
は
今
後
の
人
生
で
非
常
時

に
ど
う
対
処
す
る
か
を
今
親
か

ら
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
ん
な
非

常
事
態
を
乗
り
越
え
る
と
い
う

経
験
は
彼
ら
の
自
信
と
な
り
、

今
後
困
難
に
立
ち
向
か
う
際
の

心
の
糧
に
も
な
り
得
ま
す
。
良

い
見
本
と
な
れ
る
よ
う
、
親
も

定
期
的
に
楽
し
め
る
こ
と
を
す

る
等
セ
ル
フ
ケ
ア
に
十
分
お
気

を
つ
け
下
さ
い
。最
後
に
、色
々

対
応
し
て
も
子
供
の
ス
ト
レ
ス

反
応
が
改
善
し
な
い
、
悪
化
す

る
等
あ
れ
ば
早
め
に
専
門
家
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
︵
完
了
︶。

訂
正　

前
回
３
月
７
日
号
の
本

欄
で
、
森
相
談
員
の
肩
書
き
が

﹁
神
戸
女
学
院
大
学
人
間
科
学

部　

心
理
・
行
動
科
学
科
客
員

准
教
授
﹂
と
あ
る
の
は
編
集
部

の
記
載
ミ
ス
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

 本欄への相談は
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新型コロナウイルスと心のケア（２）

　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
進
学
を
希

望
す
る
高
校
生
と
そ
の
親
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
サ
ト
リ
カ
レ
ッ
ジ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
今
春
Ｆ
Ａ

Ｆ
Ｓ
Ａ
を
申
請
し
、
大
学
入
学

の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
を
す
る
人
を
対

象
に
、
４
月
20
日
︵
月
︶
ま
で

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
エ
イ
ド
に

関
す
る
大
学
と
の
交
渉
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
無
料
で
提
供
す

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
収
入
が
減
っ
た
人
を
優
先

す
る
。
問
い
合
わ
せ
はinfo@

satoricolleg
eplan

n
in

g
.

com

ま
で
。

　

サ
ト
リ
カ
レ
ッ
ジ
は
ア
メ
リ

カ
の
大
学
受
験
準
備
の
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ス
を
用
意
し

て
い
る
が
、
学
校
が
閉
鎖
し
て

い
る
間
は
高
校
生
を
応
援
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
50
ド
ル
か

ら
２
０
０
ド
ル
ま
で
の
割
引

を
実
施
し
て
い
る
。https://

satoricolleg
eplan

n
in

g
.

com サ
ト
リ
カ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ニ
ン
グ

大
学
入
学
資
金

交
渉
ア
ド
バ
イ
ス
無
料

mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp
https://satoricollegeplanning.com
mailto:info@satoricollegeplanning.com
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
https://www.joes.or.jp/
tel:2015921275
http://www.betteratmath.com
http://starchildny.com
https://japaneseschool.org
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
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十
月
七
日
は
学
校
で
写
真
を

と
る
日
で
し
た
。
親
友
の
マ
ッ

ク
ス
は
、
い
つ
も
よ
り
い
い
シ

ャ
ツ
を
着
て
い
て
、
ア
レ
ン
は

ち
ょ
う
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
て
い

ま
し
た
。
ぼ
く
は
写
真
の
日
だ

と
い
う
事
を
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、
い
つ
も
の
T
シ
ャ
ツ
と
、

い
つ
も
の
ズ
ボ
ン
と
、
い
つ
も

の
く
つ
下
に
く
つ
を
は
い
て
い

ま
し
た
。
い
つ
も
の
か
っ
こ
う

で
写
真
を
と
り
ま
し
た
。

　

家
に
帰
っ
て
お
母
さ
ん
に
、

﹁
今
日
、
学
校
で
写
真
の
日
だ

っ
た
ん
だ
よ
。
ど
う
し
て
教
え

て
く
れ
な
か
っ
た
の
。﹂
と
言

う
と
、﹁
本
当
に
ご
め
ん
。
わ

す
れ
て
た
。﹂
と
お
母
さ
ん
が

言
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
お
母

さ
ん
が
こ
ん
な
大
切
な
日
の
事

を
わ
す
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
ぼ

く
に
は
分
か
ら
ず
、
少
し
悲
し

く
な
っ
て
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
使

わ
れ
る
と
い
う
写
真
の
事
を
ず

っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
の

で
、
今
日
の
出
来
事
を
話
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
お
父
さ
ん

は
、﹁
お
、
太
悟
の
お
気
に
入

り
の
T
シ
ャ
ツ
と
ズ
ボ
ン
で
写

真
を
と
っ
た
ん
だ
。
太
悟
ら
し

く
て
い
い
よ
。﹂
と
言
い
ま
し

た
。
た
し
か
に
、
い
つ
も
の
シ

ャ
ツ
と
ズ
ボ
ン
だ
っ
た
け
れ

ど
、
両
方
と
も
ぼ
く
の
お
気
に

入
り
で
し
た
。
お
気
に
入
り
な

の
で
、
お
母
さ
ん
が
洗
た
く
を

す
る
と
、
ぼ
く
が
い
つ
も
選
ん

で
着
る
組
み
合
わ
せ
で
す
。

﹁
み
ん
な
も
こ
の
太
悟
の
写
真

を
見
る
と
き
っ
と
い
つ
も
の
太

悟
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
れ

る
よ
。﹂
と
お
母
さ
ん
が
言
い

ま
し
た
。

　

十
一
月
に
写
真
の
と
り
直
し

が
出
来
る
け
れ
ど
、
ぼ
く
は
こ

の
ま
ま
の
写
真
に
し
よ
う
と
決

め
ま
し
た
。
ぼ
く
ら
し
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
、﹁
来

年
の
写
真
の
日
は
ち
ゃ
ん
と
お

ぼ
え
て
お
い
て
よ
。﹂
と
言
う

と
、
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
は

楽
し
そ
う
に
二
人
で
笑
っ
て
い

ま
し
た
。
何
だ
か
、
ぼ
く
も
楽

し
く
な
っ
て
笑
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
10
年
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

人
が
笑
う
た
め
に
必
要
な
こ

と
は
、
安
心
し
て
い
る
こ
と
だ

と
思
う
。
生
ま
れ
て
き
て
か
ら

僕
は
、
人
、
環
境
に
恵
ま
れ
よ

く
笑
う
子
だ
っ
た
。
中
学
校
の

先
生
に
﹁
高
橋
は
い
つ
も
ニ
ヤ

ニ
ヤ
し
て
い
る
な
。﹂
と
言
わ

れ
て
い
た
ほ
ど
だ
。
し
か
し
、

渡
米
し
て
す
ぐ
の
頃
は
未
知
の

も
の
に
囲
ま
れ
、
家
以
外
に
安

心
で
き
る
場
所
が
な
か
っ
た
。

当
時
の
僕
は
﹁
表
情
筋
が
減
っ

た
な
。﹂
と
自
虐
し
て
い
た
ほ

ど
だ
。
人
生
で
初
め
て
笑
う
こ

と
の
難
し
さ
を
感
じ
た
。
そ
ん

な
僕
も
今
は
学
校
で
少
し
ず
つ

友
達
も
増
え
、
ア
メ
リ
カ
生
活

に
慣
れ
て
来
た
こ
と
も
あ
り
、

笑
う
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
笑

っ
て
い
な
か
っ
た
僕
を
変
え
た

の
は
あ
る
出
来
事
だ
っ
た
。

　

２
０
１
９
年
夏
。
僕
は
、
バ

ス
ケ
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参

加
し
て
い
た
。
そ
こ
で
チ
ー
ム

メ
イ
ト
に
、﹁
君
は
い
つ
も
怒

っ
て
い
る
の
？
﹂
と
聞
か
れ
た
。

無
論
僕
は
怒
っ
て
な
ど
い
な
か

っ
た
の
に
彼
ら
は
僕
が
い
つ
も

怒
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
そ

う
だ
。
後
に
、
仲
の
い
い
ア
メ

リ
カ
人
に
聞
い
て
み
る
と
、﹁
日

本
人
の
表
情
は
、
少
し
わ
か

り
づ
ら
い
。﹂
と
言
っ
て
い
た
。

確
か
に
僕
も
外
国
人
の
表
情
を

い
読
み
取
る
の
は
難
し
い
。
僕

の
表
情
が
硬
い
の
を
ア
メ
リ
カ

人
は
怒
っ
て
い
る
と
と
っ
た
の

だ
。

　

こ
の
質
問
を
き
っ
か
け
に
僕

は
意
識
的
に
笑
う
よ
う
に
し

た
。
同
じ
ぐ
ら
い
の
時
期
に
プ

ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
ス
マ
イ
ル
シ

ン
デ
レ
ラ
、
渋
野
日
向
子
選
手

が
活
躍
し
た
り
、
僕
が
応
援
し

て
い
る
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
楽

し
ん
で
野
球
を
す
る
こ
と
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
た
り
し
た
こ
と
も

あ
る
が
、
僕
の
中
で
笑
顔
、
楽

し
む
こ
と
の
重
要
性
が
一
気
に

高
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
今

ま
で
笑
っ
て
い
な
か
っ
た
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
に
も
笑
う
よ
う

に
し
、
み
ん
な
が
笑
っ
て
い
た

ら
何
が
面
白
い
の
か
よ
く
分
か

っ
て
い
な
く
て
も
笑
う
よ
う
に

し
た
。
と
に
か
く
無
理
矢
理
笑

顔
を
増
や
し
た
。
そ
う
す
る
と

ま
ず
自
分
が
以
前
よ
り
明
る
く

な
り
、
無
理
に
作
っ
て
い
た
は

ず
の
笑
顔
が
自
然
に
出
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
周
り
の

人
か
ら
﹁
怒
っ
て
い
る
の
？
﹂

と
聞
か
れ
る
こ
と
も
な
く
な

り
、
話
し
か
け
て
き
て
く
れ
る

友
達
も
増
え
た
。

　

改
め
て
笑
顔
の
偉
大
さ
を
感

じ
た
。
笑
う
こ
と
で
楽
し
く
バ

ス
ケ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

友
達
も
増
え
た
。
そ
う
い
え
ば

渋
野
選
手
は
優
勝
後
の
記
者
会

見
で
﹁
笑
顔
は
世
界
共
通
。
言

葉
が
通
じ
な
く
て
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
か
ら
。﹂

と
言
っ
て
い
た
。
本
当
に
そ
の

と
お
り
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

　
　
　
　

︵
滞
米
１
年
３
か
月
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

 ﹁
君
は
い
つ
も
怒
っ
て
い
る
の
？
﹂

　
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

大
河

 「進路について考える」
　　　　　　ニューヨーク日本人学校中２

　　　　　　　　　　　　　　　岡野　凛

　

二
千
十
七
年
の
夏
に
、
僕
は

北
海
道
に
留
学
を
し
ま
し
た
。

二
ヶ
月
間
、
僕
は
一
人
で
札
幌

の
近
く
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

の
短
期
間
で
僕
は
、
想
像
も
し

て
い
な
か
っ
た
生
活
を
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
の
電
車
に
一
人
で
乗

る
経
験
を
し
た
り
し
て
、
一
人

で
過
ご
す
こ
と
が
と
て
も
不
便

だ
と
い
う
こ
と
が
、
わ
か
り
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
で
き
た
友
達
と
富
良

野
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
に
行
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
畑
の
花
の
香

り
を
か
い
だ
り
、
富
良
野
の
名

物
と
言
わ
れ
て
い
る
ラ
ベ
ン
ダ

ー
味
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
試

し
ま
し
た
。
味
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー

と
同
じ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

で
も
、
こ
の
美
し
い
ラ
ベ
ン

ダ
ー
畑
よ
り
も
、
も
っ
と
思
い

出
深
か
っ
た
の
は
、
北
海
道
を

は
じ
め
と
す
る
、
日
本
全
体
の

国
民
の
親
切
さ
と
敬
意
で
す
。

ア
メ
リ
カ
国
内
の
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
で
、
人
種
差
別
と
か
が
増
加

し
て
き
て
い
ま
す
。
で
も
、
日

本
で
は
人
種
差
別
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
ど
の
国
の
旅
行

者
で
も
日
本
は
気
持
ち
よ
く
家

族
と
し
て
扱
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
が
、
僕
は
一
番
す
ご
い
と

思
っ
た
こ
と
で
す
。

　

お
な
じ
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
で

も
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
16
年
︶

　

今
年
度
は
あ
と
一
年
で
受
験

生
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
進
路
学
習
で
は
今
ま
で
よ

り
も
詳
し
く
、
そ
し
て
自
分
の

た
め
に
な
る
情
報
を
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
進

路
に
つ
い
て
の
お
話
を
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
気
に
な
る
こ
と

を
質
問
し
た
り
で
き
る
機
会
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

普
段
の
進
路
学
習
で
は
、
ク

ラ
ス
の
皆
で
そ
れ
ぞ
れ
大
学
・

高
校
に
つ
い
て
調
べ
る
授
業
が

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
特
定
の
大
学
に
つ
い
て
詳

し
く
調
べ
た
り
、
大
学
に
あ
る

学
科
や
学
部
に
つ
い
て
調
べ
た

り
な
ど
、
各
々
で
自
由
に
調
べ
、

そ
し
て
調
べ
た
こ
と
を
発
表
し

ク
ラ
ス
で
共
有
し
ま
し
た
。
自

分
が
調
べ
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
自
分
が
調
べ
て
い
な
い
こ

と
を
皆
の
発
表
を
通
し
て
知
る

こ
と
が
で
き
、
大
学
に
つ
い
て

の
知
識
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
高
校
調
べ
で
は
、
受

験
校
を
い
く
つ
か
決
め
、
そ
の

学
校
の
受
験
日
や
受
験
に
必
要

な
物
事
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
る

こ
と
で
、
九
年
生
に
な
る
前
に

受
験
の
準
備
が
少
し
で
き
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　

三
学
期
は
フ
ジ
フ
イ
ル
ム
さ

ん
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て

の
進
路
講
話
と
九
年
生
の
進
路

報
告
会
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ジ

フ
イ
ル
ム
さ
ん
の
進
路
講
話
で

は
、
仕
事
に
つ
い
て
、
帰
国
子

女
の
経
験
が
大
人
に
な
っ
て
生

き
る
こ
と
、
進
路
報
告
会
で
は

先
輩
か
ら
実
体
験
に
基
づ
い
た

受
験
や
進
路
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
方
も
、

私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
海
外
在

住
で
似
た
よ
う
な
環
境
で
生
活

し
て
い
る
の
で
、
共
感
で
き
る

こ
と
が
多
く
、
と
て
も
役
に
立

つ
情
報
を
教
え
て
い
た
だ
け
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
授
業
や
体
験

は
、
日
本
の
学
校
で
は
で
き
な

く
、
こ
こ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

人
学
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
忘
れ

ず
に
、
ま
た
、
調
べ
て
得
た
情

報
や
お
話
し
て
い
た
だ
い
た
中

で
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら

の
進
路
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
１
年
４
か
月
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
写
真
の
日
﹂

　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I

校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金　

太
悟

 ﹁
北
海
道
留
学
で
感
じ
た
こ
と
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
キ
ッ
ズ
国
際
学
園
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

無
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今
で
は
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト

の
中
心
地
と
も
言
え
る
89
丁
目

に
あ
る
２
寝
室
の
高
級
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
。
地
下
鉄
Ｑ
ラ
イ
ン

駅
ま
で
徒
歩
5
分
弱
と
言
う
好

立
地
。
周
囲
に
は
ワ
ン
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
で
こ
の
金
額
を
つ
け
て

い
る
ビ
ル
も
目
立
つ
中
で
、
写

真
の
物
件
は
、
バ
ス
ル
ー
ム
が

１
つ
し
か
無
い
た
め
破
格
の
家

賃
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

も
室
内
に
洗
濯
乾
燥
機
完
備
と

言
う
日
本
人
に
は
嬉
し
い
物

件
。

　
ビ
ル
の
1
階
が
ス
ー
パ
ー
な

の
で
生
活
に
は
と
て
も
便
利
。

し
か
も
、
ビ
ル
内
の
ジ
ム
は
無

料
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
な
ら

で
は
の
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
は
期
待

を
裏
切
ら
な
い
豪
華
さ
だ
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ビ
ル
と
し
て
は
築

20
年
近
く
は
経
過
し
て
い
る
も

の
の
、
2
年
前
に
完
全
に
改
築

さ
れ
ビ
ル
内
は
全
て
新
築
仕
様

と
な
っ
て
い
る
。

　
近
隣
に
は
散
歩
に
最
適
な
公

園
も
多
く
、
車
を
運
転
す
る
な

ら
高
速
道
路
の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
へ
の
入

り
口
も
近
く
抜
群
の
立
地
だ
。

小
さ
い
子
供
が
い
る
家
庭
や
、

在
宅
勤
務
が
普
通
の
時
代
と
な

っ
た
い
ま
、
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス

を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
人

に
と
っ
て
も
魅
力
の
あ
る
物

件
と
言
え
そ
う
だ
。
家
賃
は

５
２
０
０
ド
ル
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
６
６
１
・
１
１
１
１
、

Ｅ

メ

ー

ルny@
jonecorp.

com
 

山
辺
さ
ん
。

w
w

w
.jonefudosan.com

（
写
真
提
供
・
Ｊ
・
Ｏ
Ｎ
Ｅ
不

動
産
）

ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
２
寝
室

コロナと闘うヒーローに午後７時ベランダから拍手
　コロナウイルスと闘う医療従事者たちは、感染リスクにさらされながらも命がけで日夜勤務に励
んでいる。そんな彼らの健闘ぶりを称え、感謝と尊敬の念を込めて欧州各地で毎日午後７時になる
と、家のベランダから拍手が聞こえるようになったという。そしてマンハッタンのミッドタウン・
イーストのアパートからも 31 日午後７時に拍手、歓声、クラクションが３分程度続いていた。

　
日
本
政
府
は
４
月
１
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
備
え
る
改
正
特
別
措
置
法

（
新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
）
に
基

づ
く
政
府
対
策
本
部
の
会
合
を

官
邸
で
開
催
し
、
外
国
人
の
入

国
拒
否
対
象
を
計
73
か
国
・
地

域
に
拡
大
す
る
方
針
を
表
明
し

た
。
こ
の
結
果
、
米
国
を
含
む

49
か
国
・
地
域
が
新
た
に
入
管

法
に
基
づ
く
入
国
制
限
対
象
地

域
に
指
定
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
総
領
事
館
が
１
日
発

表
し
た
。

　
こ
の
措
置
に
よ
り
、
米
国
か

ら
日
本
時
間
４
月
３
日
午
前
０

時
以
降
に
日
本
に
入
国
す
る
日

本
人
に
対
し
て
は
、
全
員
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
と
保
健
所
等
に
よ
る

定
期
的
な
健
康
確
認
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
３
月
26
日
以
降
、
日
本
で
は

日
本
人
を
含
む
米
国
全
域
か
ら

の
入
国
者
に
対
し
、
検
疫
所
長

の
指
定
す
る
場
所
（
自
宅
、
宿

泊
施
設
等
）
に
お
い
て
14 

日

間
待
機
し
、
国
内
に
お
い
て
公

共
交
通
機
関
を
使
用
し
な
い
こ

と
を
要
請
す
る
措
置
が
と
ら
れ

て
い
る
が
、
今
般
の
決
定
に
よ

り
上
述
の
新
た
な
追
加
的
措
置

が
と
ら
れ
る
。

　
ま
た
、今
回
の
決
定
に
よ
り
、

日
本
に
入
国
す
る
日
の
過
去
14

日
以
内
に
米
国
に
滞
在
歴
の
あ

る
外
国
人
は
特
段
の
事
情
が
な

い
限
り
日
本
に
入
国
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
措
置

は
国
籍
を
問
わ
ず
（
日
本
国
籍

者
も
含
む
）、
乗
り
継
ぎ
の
た

め
日
本
に
入
国
す
る
場
合
も
含

む
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領

事
館
で
は
「
米
国
に
渡
航
・
滞

在
中
の
邦
人
の
皆
様
は
十
分
ご

留
意
く
だ
さ
い
」
と
注
意
を
喚

起
し
て
い
る
。

▽

厚

生

労

働

省

の

サ

イ

ト

w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

stf/seisaku
n

itsu
itebu

n
y

a/0000121431_00098.
htm

l

法

務

省

の

サ

イ

トw
w

w
.

m
oj.go.jp/hisho/

　
不
動
産
情
報
サ
イ
ト
の
プ
ロ

パ
テ
ィ
ー
ネ
ス
ト
社
が
16
日
に

発
表
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

仕
事
を
失
っ
た
場
合
、
何
か
月

家
賃
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る

か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
の
38
・
９
％

が
た
だ
ち
に
家
賃
を
払
え
な
く

な
る
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
特
に
18
歳
か
ら
24

歳
の
若
者
で
は
半
数
の
51
・
２

％
が
家
賃
を
払
え
な
い
と
回
答

し
た
。
１
か
月
払
え
る
人
は

13
・
９
％
、2
か
月
は
８
・
４
％
、

３
か
月
７
・
４
％
だ
っ
た
。

日
本
に
入
国
す
る
日
本
人
に
は
全
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と

保
健
所
等
に
よ
る
定
期
的
な
健
康
確
認
４
月
３
日
か
ら

日
本
に
お
け
る
米
国
か
ら
の
入
国
者
に
対
す
る
検
疫
の
更
な
る
強
化

コ
ロ
ナ
で
失
業
し
た
ら

Ｎ
Ｙ
市
民
の
４
割
が

家
賃
払
え
な
い
不
安

www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuitebunya/0000121431_00098.html
www.moj.go.jp/hisho/
mailto:ny@jonecorp.com
https://www.redacinc.com/
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mailto:info@tsutech.com
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319：ナチュラル・ショルダー

　

﹁

肩

﹂

の

英

語

は

﹁SH
O

U
LD

E
R

﹂。

特

に

紳

士
服
に
お
け
る
﹁
シ
ョ
ル
ダ

ー
・
ラ
イ
ン
﹂
は
最
重
要
ポ

イ
ン
ト
。
カ
ス
タ
ム
・
メ
ー

ド
で
、
注
意
深
く
メ
ジ
ャ
ー

す
る
の
が
﹁
肩
幅
﹂。
肩
幅
で

服
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
決
ま
る

か
ら
だ
。

　

人
間
の
肩
は
色
々
。
10

人
い
れ
ば
10
通
り
の
肩
が
。

既
製
服
は
最
大
公
約
数
を
と

っ
て
肩
幅
を
決
め
る
。
そ
れ

以
外
に
ト
レ
ン
ド
が
あ
る
。

広
い
肩
が
は
や
る
年
、
反
対

に
狭
い
の
が
カ
ッ
コ
よ
く
見

え
る
年
も
あ
る
。

　

﹁
ア
イ
ビ
ー
・
リ
ー
グ
・
モ

デ
ル
﹂
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は

﹁
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
ョ
ル
ダ
ー
﹂

に

あ

る
。

肩
パ
ッ
ド

を
入
れ
ず

に
自
然
肩

を
主
張
し

て
い
る
。

　

わ
た
し

が
﹁
Ｋ
Ｅ

Ｎ
Ｔ
﹂
を

立
ち
上
げ

た
時
、
一

番

神

経

使
っ
た
の
は
﹁
肩
﹂
だ
っ
た
。

後
に
﹁
ケ
ン
ト
・
シ
ョ
ル
ダ
ー
﹂

と
呼
ば
れ
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・

シ
ョ
ル
ダ
ー
作
り
に
は
苦
労

し
た
。

　

わ
た
し
が
好
き
な
服
、
そ

れ
は
﹁
肩
で
風
を
切
ら
な
い
﹂

﹁
肩
を
怒
ら
せ
な
い
﹂
優
し
い

自
然
な
肩
だ
。

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

　

メ
ー
ル
で
通
達
が
来
た
の
は

仕
事
予
定
だ
っ
た
3
月
16
日
午

前
８
時
43
分
。
内
容
は
﹁
本
日

を
持
っ
て
解
雇
す
る
﹂
だ
っ
た
。

　

私
が
働
い
て
い
る
、
エ
ン

タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト
型
観
光

バ

ス

ツ

ア

ー'T
he R

ide'

。

２
０
１
４
年
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
と
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
し

て
お
り
、
今
年
で
5
年
目
の
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
る
。
会
社
と
し

て
も
、
年
々
大
き
く
な
っ
て
い

き
、
最
近
で
は
乗
客
数
も
累
計

１
０
０
万
人
に
到
達
し
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
へ
の
進
出
も
決
ま
る

直
前
の
出
来
事
だ
っ
た
。

　

5
月
31
日
ま
で
の
発
車
は
全

て
キ
ャ
ン
セ
ル
。
つ
ま
り
そ
れ

は
少
な
く
と
も
、
そ
れ
ま
で
の

仕
事
を
全
て
失
っ
た
事
に
直

結
す
る
。
そ
し
て
そ
の
先
い

つ
再
開
す
る
か
分
か
ら
な
い
。

あ
わ
せ
て
、'T

here are no 
guarantees of a re-hire.'

再
雇
用
の
保
証
は
で
き
な
い
。

と
の
通
達
も
。

　

解
雇
に
な
っ
た
16
日
、
僕
は

自
分
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
呼
び
掛
け

た
。
﹃
︵
今
日
か
ら
仕
事
が
無

く
な
っ
た
の
で
︶Y

outube

で
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
っ
て
い

き
ま
す
！
﹄
し
か
し
な
が
ら
、

Y
outube

で
は
１
０
０
０
人

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
が
い
な

い
と
ラ
イ
ブ
配
信
で
き
な
い
の

で
、
ま
ず
は
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
投
稿
し
な
が

ら
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
今
の

あ
り
の
ま
ま
の
状
況
を
伝
え
続

け
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
今
も
毎

日
続
い
て
い
る
。
10
年
前
に
初

め
て
Ｎ
Ｙ
に
来
て
か
ら
、
こ
ん

な
状
況
は
初
め
て
だ
。
練
習
し

て
も
、
そ
れ
を
発
揮
で
き
る
場

所
が
な
い
。

　

で
は
、
ど
う
す
る
か
・
・
・
？

　

そ
れ
は
10
年
前
に
Ｎ
Ｙ
に
初

め
て
来
た
時
と
同
じ
で
、﹁
今

し
か
出
来
な
い
こ
と
﹂
つ
ま
り

﹁
今
、
出
来
る
こ
と
﹂
に
全
力

で
向
か
い
合
っ
て
表
現
し
続
け

る
事
。
ダ
ン
ス
に
出
会
い
、
エ

ン
タ
メ
に
救
わ
れ
、
Ｎ
Ｙ
が
自

分
を
変
え
て
く
れ
た
よ
う
に
、

今
度
は
自
分
が
そ
の
希
望
を
発

信
す
る
番
。

　

こ
ち
ら
を
お
読
み
に
な
っ
て

い
る
方
に
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。Y
outube

の
チ
ャ
ン
ネ

ル
登
録
を
お
願
い
し
た
く
存
じ

ま
す
。リ
ン
ク
は
こ
ち
ら
か
ら
、

も
し
く
は

﹃
中
澤
利
彦 Y

ouT
ube

﹄
で

検
索
し
て
頂
け
れ
ば
サ
イ
ト
が

出
て
き
ま
す
。

h
ttps://w

w
w

.y
ou

tu
be.

com
/goem

onfrom
japan

今
自
宅
か
ら
発
信
で
き
る
事
、

エ
ン
タ
メ
も
今
の
リ
ア
ル
の
Ｎ

Ｙ
も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
届
け
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て
い
き
た
い
。

ま
た
、
私
に
で
き
る
事
が
あ
れ

ば
、
何
で
も
し
ま
す
。
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
頂
け
れ
ば
必
ず
返
答
い

た
し
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

今
こ
そ
み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ

て
進
ん
で
い
き
た
い
。

m
a

il@
t

o
s

h
ih

ik
o

nakazaw
a.com

突
然
の
解
雇
通
知

ダ
ン
サ
ー
中
澤
さ
ん

今
、
で
き
る
こ
と

寄 稿

　

20
世
紀
を
代
表
す
る
彫
刻

家
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ひ
と
り
イ

サ
ム
・
ノ
グ
チ
が
創
設
し
た
ノ

グ
チ
美
術
館
は
４
月
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
無
料
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
催
す
る
。﹁
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
・
デ
ィ
ー
プ
ダ
イ
ブ
﹂
と

題
し
た
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
人

向
け
対
話
形
式
の
仮
想
学
習

で
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
芸
術

と
生
活
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
や

ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
も

の
。

　

３
日
︵
金
︶
午
後
２
時
か
ら

は
﹁
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
と
呼
ば
れ

る
ア
ー
ト
を
探
る
﹂。７
日︵
火
︶

午
前
10
時
か
ら
の
﹁
野
口
と
そ

の
新
た
な
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ

人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
﹂
で

は
、
第
２
次
世
界
大
戦
中
に
新

し
い
ア
メ
リ
カ
の
﹁
混
合
﹂
を

信
じ
て
日
系
ア
メ
リ
カ
人
を
擁

護
し
た
ノ
グ
チ
の
活
動
家
と
し

て
の
姿
勢
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
危
機
か
ら
反
ア
ジ

ア
の
人
種
差
別
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
う
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前

登
録
、
先
着
順
。
参
加
者
に

は
、
ズ
ー
ム
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
通
じ
て
参
加
す
る
た
め

の
リ
ン
ク
が
送
信
さ
れ
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
noguchi.org/

を
参
照
。
公

式
サ
イ
ト
で
は
現
在
ノ
グ
チ
美

術
館
で
展
示
中
の
作
品
を
公
開

し
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
無
料
プ
ロ
グ
ラ
ム

デジタル討論会
イサム・ノグチ美術館

芸術と生活テーマに

https://www.youtube.com/goemonfromjapan
http://www.nyseikatsu.com
http://www.noguchi.org/
http://www.noguchi.org/
http://www.noguchi.org/
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
http://myriverside.net/home
https://www.parkavesinusallergy.com/
http://www.ojfd.com
https://www.saranyc.com/
tel:2123991778
http://www.yamagatadental.com
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